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蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い。

そ
の

花
は
清
浄
無
垢、

ま
た
枯
れ
て
は
寂
蓼
の
情
を
も
た
ら
す。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り、

奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
（
は
す
い

け）

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁

華
街
に
位
置
す
る。

音
通
す
る
s
i

ren
は
美
声
を
し
て
船
乗
り

を
誘
惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る。

蓮

を
採
る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ、

妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す

る
芸
術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た。

採
蓮
の
い
わ
れ

千
葉
市
美
術
館

4
 



The Implication of "Siren" 

The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of Art 

is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond(Hasu-ike) in ancient times. 

Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their destruc

tion. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both present and 

ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren. 

Chiba City Museum of Art 

5
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図2 円山応挙「雪景山水図」障壁画（部分）（千葉市美術館蔵）
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図4 円山応挙「秋月雪峡図屏風」（千葉市美術館蔵）

図5 松村景文「春秋唐人物図」（千葉市美術館蔵）
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『
平
安
人
物
志』
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
幕
末
ま
で
京
都
で
発
行
さ
れ
た
人
名
録
で、

明

和
五
年
(-
七
六
八）

版
か
ら
慶
応
三
年
(-
八
六
七）

版
の
全
九
版
が
あ
り、

分
野
別
に

著
名
人
を
あ
げ
て
い
る
4。

明
和
五
年
版、

安
永
四
年
（一
七
七
五）

版、

天
明
二
年
（一

七
八
二）

版
の
前
期一
二
版
と
文
化
十
年
(-
八―
=-)

版
以
降
の
後
期
六
版
と
は
そ
の
間
に

全
国
的
に
被
害
の
あ
っ
た
天
明
の
飢
饉
や
天
明
八
年
の
京
都
の
大
火
を
経
て
三
十
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
る
だ
け
で
な
く、

内
容
に
も
深
く
関
わ
る
構
成
の
変
化
が
あ
る。

絵
画
の
部
だ

一
、

人
名
録、

随
筆、

画
論
に
見
る
「
唐
画」
の
画
家

江
戸
時
代
中
期、

明
和
か
ら
天
明
期
（一
七
六
四
S一
七
八
九）
に
か
け
て、

新
し
い
中

国
絵
画
に
学
ん
だ
中
国
風
の
絵
を
「
唐
画」
と
い
う
呼
び
方
が
起
っ
た
ー。

現
在
で
い
う
南

頻
派
・
南
頻
風、

南
画
（
文
人
画）
2

な
ど
を
含
む。

京
都
の
「
唐
画」

の
状
況
に
つ
い
て

は、

す
で
に
黒
川
修一
氏
が
特
に
望
月
玉
媚
や
南
頻
派
の
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
て
述
べ
て

い

る。

本
稿
で
は
『
平
安
人
物
志』
明
和
五
年
版、

安
永
四
年
版、

天
明
二
年
版
に
登
場

す
る
画
家
に
つ
い
て、

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
京
都
に
お
け
る
「
唐
画」
の
状
況
を
見
て
い

き
た
い。

は
じ
め
に

江
戸
時
代
中
期
京
都
の
「
唐
画」

け
を
見
て
も
文
化
十
年
版
以
降
は
前
期
三
版
と
は
編
者
の
流
派
に
対
す
る
感
覚、

序
列
の
意

識
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ。

前
期
三
版
か
ら
見
よ
う。

明
和
五
年
版
は
巻
末
に
右
嗣
出、

後
に
続
け
て
出
す、
つ
ま
り
こ
こ
で
は
載
せ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
い
く
つ
か
の
項
日
が
あ

が
り、

そ
の
中
に
「
和
流
画
家」
と
あ
る。
つ
ま
り
明
和
五
年
版
掲
載
の
画
家
は
和
流
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る。

安
永
四
年
版
も
巻
末
に
同
様
の
記
述
が
あ
る。

天
明
二
年
版
に

は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
が、

明
和
五
年
版、

安
永
四
年
版
と
共
通
す
る
画
家
が
多
く
登

場
し
て
い
る。

明
記
は
し
て
い
な
い
が、

天
明
二
年
版
に
お
い
て
も
和
流
で
は
な
い
画
家
を

取
り
上
げ
た
と
見
た
い。

そ
れ
に
対
し、

上
・
中
・
下
の
三
巻
に
分
か
れ
る
文
化
十
年
版
で

は、

上
巻
に
南
画
（
文
人
画）

の
画
家
た
ち
と
僧
侶
画
家
を
挙
げ
て、

そ
の
後
に
上
巻
に
挙

げ
た
画
家
を
文
人
画
と
解
釈
す
る
注
釈
を
付
す
5。

そ
れ
以
外
の
土
佐
派、

狩
野
派、

岸

派、

円
山
派、

四
条
派
の
画
家
た
ち
は
お
お
む
ね
流
派
ご
と
に
中
巻
に
列
挙
さ
れ
る。

別
の
人
名
録
を
見
て
み
よ
う。
『
京
羽
二
重
織
留』
『
京
羽
二
重
大
全』
は、

京
都
の
案
内

書
と
し
て
貞
享―一
年
（一
六
八
五）
に
出
版
さ
れ
た
『
京
羽
二
重』
の
補
遺、

改
訂
版
で
あ

る。

書
名
に
「
京
羽
二
重」
と
入
る一
連
の
書
物
を
『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る。
『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
は
当
初
か
ら
人
名
録
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た。

『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
の
人
名
録
部
分
は
絵
師
に
つ
い
て
更
に
分
類
し
て
い
る
の
が
特
色

で
あ
る
6。
『
京
羽
二
重』
シ
リ
ー
ズ
は
前
期
三
版
の
『
平
安
人
物
志』
と
は
全
く
異
な
る

方
針
が
見
ら
れ
る。

例
え
ば、

明
和
五
年
版
『
京
羽
二
重
大
全』
は
土
佐
派
の
絵
師
を
「
御

画
所」
と
し
て、

狩
野
派
の
絵
師
を
「
画
師」

と
し
て
挙
げ、

ほ
か
に
「
仏
絵
師」、

挿
絵

伊

藤

紫

織

11 



ー 図
1

の
仕
事
を
こ
な
す
浮
世
絵
師
的
な
「
千
代
絵
師」

を
含
む
7。

同
年
の
『
平
安
人
物
志』

と

は
取
り
上
げ
る
絵
師
・

画
家
が
一

人
も
重
複
し
な
い
。
『
京
羽
二
重
』

シ
リ
ー
ズ
は
職
業
画

家
で
あ
る
土
佐
派、

狩
野
派
の
絵
師、

仏
絵
師、

千
代
絵
師
を
取
り
上
げ、

前
期
三
版
『
平

安
人
物
志』

は
土
佐
派、

狩
野
派
の
絵
師
を
含
ま
ず、

南
画、

円
山
派、

南
頻
派
・

南
頻
風

の
画
家
を
取
り
上
げ
る
8。

と
こ
ろ
が、

天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』

に
の
み
「
唐
画

師」

の
項
目
が
あ
り、

こ
こ
で
『
京
羽
1

一
重
』

シ
リ
ー
ズ
と
『
平
安
人
物
志』

の
取
り
上
げ

る
絵
師
が
重
な
っ
て
く
る。

天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全』

に
は
「
唐
画
師」

と
し
て
円

山
応
挙、

島
雅
修、

原
在
中、

大
友
月
湖、

源
埼
の
名
が
載
る。

こ
の
五
人
は
天
明
二
年
版

『
平
安
人
物
志』

と
重
複
す
る。

円
山
応
挙
は
写
生
を
生
か
し
た
親
し
み
や
す
い
画
風
に
よ

っ
て
人
気
を
得
た
画
家
で、

源
埼
は
そ
の
画
風
を
忠
実
に
学
ん
だ
弟
子
で
あ
る。

天
明
四
年

の
時
点
で
円
山
派
の
祖
応
挙
と
そ
の
弟
子
が
「
唐
画
師」

に
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目

し
て
お
こ
う。

烏
雅
修
の
経
歴
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が、

紹
介
さ
れ
た
天
明
四
年
の
「
竹
石

図」
（
究
理
堂
文
庫
蔵、

図
1
)

な
ど
の
画
風
か
ら
推
定
す
る
か
ぎ
り
南
画
の
画
家
と
お
ぼ

し
い
。

原
在
中
は
「
四
季
花
烏
図」
（
聖
護
院
蔵）

の
よ
う
な
や
ま
と
絵
風
の
作
例
も
あ
る

が、

時
期
は
下
る
も
の
の
例
え
ば
文
政――一
年
(
-

八
二
0)

の
「
楼
閣
山
水
図」

の
よ
う
な

島
雅
修
「
竹
石
図」（
究
理
堂
文
庫
蔵）

作
品
を
指
し
て
「
唐
画
師」

と
呼
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う。

同
じ
年
の
「
山
水
図
（
伊
勢
湾
真
景

図）
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵）

も
淵
上
旭
江
「
五
畿
七
道
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

な

ど
の
実
景
山
水
図
と
近
い
画
風
で、

唐
画
の
範
疇
で
あ
る。

大
友
月
湖
は
長
崎
で
熊
斐
に
学

ん
だ
南
頻
派
の
画
家
で
あ
る。

神
沢
杜
口
（
一

七
―

o
s
一

七
九
五）

は
京
都
町
奉
行
所
の
役
人
で、

俳
諧
を
よ
く
し

た。

彼
の
安
永
五
年
（
一

七
七
六）

の
序
を
持
つ
随
筆
『
翁
草』

中
の
「
時
華
物
の
事」

に

は
南
頻
派
・

南
頻
風
と
南
画
が
「
唐
画」

で
あ
る、

と
い
う
「
唐
画」

観
が
端
的
に
現
れ
て

い
る。

ま
た
「
唐
画」

が
流
行
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
伺
え
る。

沈
南
頻、

熊
斐、

望
月
玉

媚、

池
大
雅、

与
謝
蕪
村
が
唐
画
と
し
て
言
及
さ
れ
る。

玉
媚
に
つ
い
て
は
「
和
人
の
唐
画

か
き」

と
し、

そ
の
死
後
に
唐
画
が
流
行
し
た
こ
と
を
伝
え
る。

中
林
竹
洞
（
一

七
七
六
＼
一

八
五――-
)

は
名
古
屋
の
人
だ
が、

京
都
で
画
業
を
学
び、

『
平
安
人
物
志』

文
化
十
年
版
か
ら
嘉
永
五
年
版
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
登
場
す
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
京
都
で
活
躍
し
た。

竹
洞
は、

享
和
二
年
(
-

八
0-
―
)

に
は
成
立
し

て
い
た
『
画
道
金
剛
杵』

付
属
の
「
古
今
画
人
品
評」

で
「
和
画」

に
対
し
て
「
唐
画」

の

語
を
用
い
て
い
る。
『
画
道
金
剛
杵』

の
本
文
で
は、
「
唐
画」

の
語
を
用
い
て
い
な
い
。

本

文
中
で
は、
「
漢
画」

に
つ
い
て
「
探
幽
・

大
雅
も、

皆
漢
画
を
師
と
し
て、

一

家
を
な
す

者
な
れ
ば、

こ
れ
ら
の
人
の、

し
わ
ざ
を
ぞ
学
ぶ
べ
か
り
け
る。
」

と
い
い
、
「
和
画」

は

「
和
画
の
中、

山
水
は
雪
舟
一

人
な
り。
」

と
用
い
る。

竹
洞
の
『
画
道
金
剛
杵』

本
文
の

「
漢
画」

は
中
国
絵
画、
「
和
画」

は
日
本
絵
画
に
対
応
し、

同
じ
「
和
画」

の
語
を
用
い
て

も、

意
味
す
る
内
容
は
本
文
と
「
古
今
画
人
品
評」

で
は
異
な
る
よ
う
だ。
「
古
今
画
人
品

評」

は
過
去
の
大
画
家
と
当
代
の
画
家
を、

画
品
に
よ
っ
て、

上
品、

中
品、

下
品
の
各
段

階
を
更
に一
二
分
し
て
九
段
階
で
品
評
す
る。

各
段
階
に
「
唐
画」

と
「
和
画」

の
画
家
を
あ

げ
る。

主
題
に
よ
っ
て
別
の
段
階
に
振
り
分
け
ら
れ
て
二
度
登
場
す
る
画
家
も
い
る。
「
唐

画」

に
つ
い
て
は
上
中
品
の
唐
画
の
項
に、

雪
舟
を
挙
げ、
「
雪
舟
と
元
信
の
画、

世、

称

し
て
和
画
と
為
す
は
誤
り
な
り。

是
れ
乃
ち
西
土
北
宗
の
正
伝
な
り。

故
に
今、

改
め
て
唐

12 



画
と
為
す。
」

と
述
べ
る
9。

対
と
な
る
「
和
画
」

に
つ
い
て
は、

上
中
品
の
和
画
の
項
に

狩
野
探
幽
を
挙
げ、
「
諸
家
の
筆
意
を
錯
化
し
て、

一

家
の
法
と
為
し、

和
習
初
め
て
起
こ

る。

故
に
称
し
て
和
画
と
為
す。
」

と
あ
る。
『
画
道
金
剛
杵』

本
文
で
は
探
幽
に
つ
い
て
漢

画
を
師
と
し
て
一

家
を
成
す
と
す
る
が、
「
古
今
画
人
品
評
」

で
は
「
和
画
」

と
す
る。

同

様
に
本
文
で
は
和
画
と
し
た
雪
舟
を
「
古
今
画
人
品
評
」

で
は
「
唐
画
」

と
す
る。
『
画
道

金
剛
杵
』

本
文
と
「
古
今
画
人
品
評
」

で
は
「
和
画
」

の
意
味
内
容
が
異
な
り、

ま
た、

「
漢
画
」

と
「
唐
画
」

と
の
指
す
も
の
も
異
な
っ
て
い
る。
「
古
今
画
人
品
評」

で
唐
画
に
挙

げ
ら
れ
る
当
代
の
画
家
と
そ
の
主
題
は、

上
下
品
に
柳
沢
惧
園
（
花
鳥
墨
竹）
、

宮
崎
綺
圃

（
墨
竹）
、

中
上
品
に
望
月
玉
蛸
（
人
物
畜
獣）
、

丹
羽
嘉
言
（
山
水）
、

中
中
品
に
与
謝

蕪
村
（
山
水
人
物）
、

彰
城
百
川
（
山
水）
、

岡
野
石
圃
（
山
水）
、

熊
斐
（
花
鳥）
、

大
鵬

正
蜆
（
墨
竹）
、

中
下
品
に
建
部
凌
岱
（
花
鳥）
、

池
大
雅
（
人
物
蘭
竹）
、

再
出
で
彰
城

百
川
（
人
物
花
鳥）
、

下
上
品
に
山
口
雪
渓
10、

鶴
亭、

建
部
凌
岱
（
花
烏）
、

伊
藤
若
沖、

下
中
品
に
勝
野
苑
古
（
蘭
竹）
、

宋
紫
石
（
花
鳥）
、

徳
山
天
瀾、

下
下
品
に
福
原
五
岳、

望
月
玉
媚
（
山
水）
、

勝
野
疱
古
11、

大
西
酔
月
で
あ
る。

竹
洞
は
『
竹
洞
画
論』

に
お
い
て
も
「
唐
画
」

の
語
を
用
い
て
い
る
が、

そ
こ
で
は
お
お

む
ね
唐
画
す
な
わ
ち
中
国
画
の
用
法
で
あ
る
12
0

橘
南
硲
（
一

七
五――
て'
-

八
0
五）

は
伊
勢
の
人
だ
が、

京
都
で
人
体
の
解
剖
等
を
行
っ

た
医
者
で、

京
都
に
長
く
住
ん
だ。

彼
の
随
筆
『
北
窓
瑣
談』

に
「
近
世
百
川
出
て、

明
人

の
画
風
を
法
と
し、

是
よ
り
唐
画
と
い
う
名
目
出
来
て、

和
画、

唐
画
の
二
道
と
成
る。
」

と
あ
る。

京
都
の
画
家
と
し
て
は、

山
口
雪
渓、

鼈
山、

望
月
玉
媚
を
「
唐
和
の
間
を
描

く
」

と
し、

勝
野
疱
古、

池
大
雅、

与
謝
蕪
村、

曾
我
篇
白、

五
十
嵐
俊
明、

宮
崎
箔
圃、

浅
井
図
南
を
唐
画
と
し
て
挙
げ
る。

南
硲
は
「
其
後、

応
挙
出
て、

画
風
又
一

変
し、

近
来

唐
画
家
も、

和
画
家
も
皆、

其
風
味
を
自
然
に
ま
じ
ゆ
る
様
に
成
り
た
り。
」

と
述
べ
る。

唐
画
家
も
和
画
家
も
応
挙
風
を
取
り
入
れ
て
い
る、

と
い
う
こ
と
は、

応
挙
の
画
風
即
ち
唐

画
で
は
な
い
が、

唐
画
と
矛
盾
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
13
0

明
和
五
年
版、

安
永
四
年
版、

天
明
二
年
版
の
『
平
安
人
物
志』

前
期一
二
版
に
登
場
す
る

画
家
と、

そ
の
画
家
が
天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』、
『
画
道
金
剛
杵』
「
古
今
画
人
品

評
」、
『
北
窓
瑣
談』

に
ど
う
言
及
さ
れ
る
か
を
表
に
し
て
み
た。

山
口
雪
渓
以
下
は
『
平
安

人
物
志』

に
は
登
場
し
な
い
が、
「
古
今
画
人
品
評
」

『
北
窓
瑣
談』

に
現
れ
る、

京
都
で
活

躍
し
た
画
家
を
参
考
の
た
め
に
挙
げ
た
も
の
で
あ
る。

天
明
四
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』

の
「
唐
画
師
」

と
「
古
今
画
人
品
評
」

の
「
唐
画
」

は、

画
家
が
全
く
重
複
し
な
い
。

成
立
時
期
に
開
き
が
あ
る
た
め
「
唐
画
」

の
概
念
が
異

る、

わ
け
で
は
な
い
。

実
は
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
二
者
の
相
違
は
円
山

応
挙、

源
埼、

原
在
中
の
取
り
扱
い
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る。
『
京
羽
二
重
大
全
』

で

は
南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
大
友
月
湖
を
「
唐
画
師
」

と
す
る。
「
古
今
画
人
品
評」

で
は

月
湖
そ
の
人
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が、

南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
勝
野
疱
古、

建
部
凌
岱

が
含
ま
れ
て
い
る。

南
頻
派
・

南
頻
風
は
『
京
羽
二
重
大
全
』

に
お
い
て
も
「
古
今
画
人
品

評
」

に
お
い
て
も
唐
画
で
あ
る。
『
京
羽
二
重
』

シ
リ
ー
ズ
は
ほ
と
ん
ど
南
画
家
を
含
め
な

い
た
め、

自
身
が
南
画
家
で
あ
り、

南
画
を
唐
画
の
中
心
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
竹
洞
の

「
古
今
画
人
品
評
」

と
は
一

見
大
き
く
異
な
る。

し
か
し
『
京
羽
二
重
大
全
』

で
「
唐
画
師
」

に
含
ま
れ
る
島
雅
修
は
南
画
風
の
画
風
を
示
し、

南
画
風
の
画
題
を
描
く
14。

南
画
の
画

風、

画
題
も
「
唐
画
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
『
京
羽
二
重
大
全
』

と
「
古
今
画
人
品
評
」

は
共
有
し
て
い
る
と
も
い
え
る。

『
北
窓
瑣
談』

は
唐
画
家
も
和
画
家
も
応
挙
の
画
風
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
述
べ
、

源
埼、

原
在
中
に
つ
い
て
は
当
今
の
画
家
に
含
め
て
い
る。

在
中
も
応
挙
の
画
風
を
学
ん
だ
と
み
ら

れ、

広
い
意
味
で
は
応
挙
一

派
に
数
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

応
挙
一

派
を
除
く
と、

『
京
羽
二
重
大
全
』、
「
古
今
画
人
品
評
」、
『
北
窓
瑣
談』

は
南
画
と
南
頻
派
・

南
頻
風
と
が

「
唐
画
」

で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
示
し
て
い
る。

『
平
安
人
物
志
』

前
期一
二
版
の
画
家
は、

応
挙
一

派
を
唐
画
に
含
め
る
の
で
あ
れ
ば
唐
画

の
範
疇
と
い
っ
て
よ
い
。

師
系
も
作
品
も
不
明
な
画
家
以
外
は、
「
唐
画
」

と
さ
れ
る
画
家、

13 



二
、
『
画
道
金
剛
杵』
「
古
今
画
人
品
評」

と
『
北
窓
瑣
談』

の
唐
画
観

南
頻
派
・

南
頻
風、

南
画、

応
挙
一

派
の
い
ず
れ
か
に
含
ま
れ
て
い
る。

蒲
白
と
応
挙

「
古
今
画
人
品
評」

と
『
北
窓
瑣
談』

と
の
「
唐
画」

の
認
識
は
近
接
し
て
い
る
が
若
干

の
相
違
が
あ
る。

ま
ず
共
通
点
を
見
よ
う。

大
雅、

蕪
村、

勝
野
痘
古
は
双
方
に
「
唐
画」

と
し
て
載
り、

南
画
と
南
頻
派
・

南
頻
風
を
「
唐
画」

と
す
る
こ
と
が
伺
え
る。

相
違
点
を

挙
げ
よ
う。

山
口
雪
渓
（
一

六
四
六
S
一

七
三
四）

と
望
月
玉
媚
は
「
古
今
画
人
品
評」

で

唐
画
に
分
類
さ
れ
る
が、
『
北
窓
瑣
談』

で
は
「
唐
和
の
間」

と
称
さ
れ
る。

山
口
雪
渓
と

同
様、

雪
舟
流
を
名
乗
っ
た
江
戸
の
画
家
桜
井
雪
館
が
明
和
六
年
版
『
古
今
諸
家
人
物
志』

の
「
唐
画」

の
項
に
「
雪
舟
流」

と
し
て
項
目
が
立
つ
の
を
考
え
合
わ
せ
る
と、

雪
渓
は
当

時
「
唐
画」

と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
1゚5

望
月
玉
媚
に
つ
い
て
も
『
翁

草』

や
『
近
世
崎
人
伝
』

等
の
記
述
か
ら
考
え
て、
「
唐
画」

と
見
な
さ
れ
て
い
た
は
ず

だ
惚

山
口
雪
渓
と
望
月
玉
媚
を
唐
画
に
入
れ
る
か
ど
う
か
の
相
違
は、

表
形
式
で
「
唐

画」
「
和
画」

に
二
分
し
て
記
述
す
る
「
古
今
画
人
品
評」

に
対
し
て、

文
章
で
綴
る
『
北

窓
瑣
談』

は
そ
の
間
と
い
う
範
疇
を
作
り
や
す
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

曾
我
蒲
白
（
一

七――-
O
S
一

七
八
一
）

は
『
北
窓
瑣
談』

と
「
古
今
画
人
品
評」

と
で
扱

い
が
大
き
く
異
な
る。
『
北
窓
瑣
談』

で
唐
画
と
し
て
あ
が
る、

宋
紫
石、

諸
葛
監、

疱
古、

熊
斐、

大
雅、

蕪
村、

鶴
亭、

梅
窓、

篇
白、

五
十
嵐
俊
明、

柳
沢
洪
園、

祗
園
南
海、

林

聞
苑、

宮
崎
綺
圃、

浅
井
図
南
の
十
五
名
の
う
ち、
「
古
今
画
人
品
評」

で
「
唐
画」

に
分

類
さ
れ
る
も
の
は、

大
雅、

柳
沢
洪
園、

宮
崎
箔
圃、

蕪
村、

熊
斐、

鶴
亭、

宋
紫
石、
サ
氾

古
の
八
名。

残
り
七
名
は、
「
古
今
画
人
品
評」

で
唐
画
に
分
類
さ
れ
な
い
。

そ
の
う
ち、

梅
窓
は
誰
を
指
す
か
不
明。

諸
葛
監、

五
十
嵐
俊
明、

祗
園
南
海、

林
閻
苑、

浅
井
図
南
の

五
名
は
「
古
今
画
人
品
評」

に
は
載
ら
な
い
1゚7

蒲
白
の
み
『
北
窓
瑣
談』

で
「
唐
画」

と

し
て
あ
が
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
古
今
画
人
品
評」

で
は
「
和
画」

と
大
き
く
食
い
違
う。

蒲
白
に
つ
い
て
は
竹
洞
に
よ
る
位
匿
づ
け
が
特
殊
で、
一

般
的
に
は
「
唐
画」

と
し
て
当
時

受
け
止
め
ら
れ
た
と
考
え
る。
「
古
今
画
人
品
評」

に
お
け
る
竹
洞
の
分
類
は
南
画
優
先
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
る。

大
雅
が
上
中
品
に
現
れ
る
の
に
対
し
て、

南
頻
派
は
熊
斐
が
中
中
品

に
現
れ
る
の
が
最
高
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
も、

南
画
を
よ
り
高
く
評
価
し
て
い
る
よ

う
だ。
「
古
今
画
人
品
評」

の
画
品
の
区
分
の
後
に、
一

段
目
「
文
人
画」、

二
段
目
「
能
画

に
し
て
俗
気
無
き
者」、

三
段
目
「
邪」
「
俗」、

四
段
目
「
甜」
「
頼」、

の
区
分
が
あ
る。

南

画
の
画
家
た
ち
は
碁
本
的
に
一

段
目
の
「
文
人
画」

に
含
ま
れ
る
18。

南
頻
派
・

南
頻
風
の

画
家
は
一

段
目
に
は
含
ま
れ
な
い。

竹
洞
は
南
画
の
画
家
と
南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
を
同

様
に
唐
画
と
し
な
が
ら
も
は
っ
き
り
区
別
し
て、

南
画
を
高
い
位
置
に
置
い
た。

南
頻
派
・

南
頻
風
の
画
家
は
二
段
目
以
下
に
点
在
す
る。

蒲
白
は一
二
段
目
の
「
邪」

と
さ
れ
る。
「
邪」

に
置
か
れ
る
の
は
蒲
白
た
だ
一

人
で、

蒲
白
の
個
性
を
竹
洞
が
認
め
て
い
た
と
も
い
え
よ
う

が、

竹
洞
に
と
っ
て
蒲
白
は
南
頻
派・
南
頻
風
の
画
家
以
上
に
南
画
か
ら
遠
い
も
の
で
あ
り、

蒲
白
を
「
和
画」

と
位
置
づ
け
た
と
考
え
る
19
0

円
山
応
挙
に
つ
い
て
も、

双
方
の
扱
い
に
ズ
レ
が
あ
る。
「
古
今
画
人
品
評」

は
応
挙
を

「
唐
画」

で
な
く
「
和
画」

と
し、
『
北
窓
瑣
談』

は
画
風
を
一

変
さ
せ
そ
の
後
唐
画
に
も
和

画
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
す
る。
『
北
窓
瑣
談』

で
の
応
挙
は
「
唐
画」

と
も
「
和
画」

と
も
い
え
る
特
異
性
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る。

竹
洞
の
価
値
観
は
南
画
優
先
で
応
挙
を
高

く
評
価
し
な
か
っ
た。
『
竹
洞
画
論』

で
は
応
挙
と
月
倦
を
「
画
妖」

と
し
て
そ
の
欠
点
を

述
べ
て
い
る。

応
挙
に
つ
い
て
も
蕪
白
の
場
合
と
同
じ
く、

竹
洞
に
と
っ
て
「
唐
画」

の
中

で
重
要
な
南
画
か
ら
遠
く
隔
た
る
た
め
に、

応
挙
を
「
唐
画」

と
せ
ず、
「
和
画」

と
し
た

の
だ
ろ
う。

14 



三、

唐
画
と
し
て
の
円
山
派、

四
条
派

円
山
応
挙
も
「
唐
画」

と
認
識
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た。

中
国
風
の

画
風
を
指
し
て
「
漢
画」

で
は
な
く
「
唐
画」

と
い
う
語
を
用
い
る
の
は、

江
戸
時
代
中

期、

十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
流
行
や
新
し
さ
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
る
20。

応
挙
に
は

「
漢
画」

で
は
な
く
「
唐
画」

と
呼
ぶ
と
き
の
新
し
さ
が
あ
っ
た
2゚1

橘
南
硲
は、

唐
画
が

栄
え、

和
画
が
衰
え
た
後
に
応
挙
が
出
て
画
風
が
一

変
し
た
と
述
べ
て
い
る。

応
挙
は
若
い

こ
ろ
見
世
物
の
眼
鏡
絵
を
描
き、

西
洋
か
ら
中
国
を
経
て
入
っ
て
き
た
透
視
遠
近
法
に
接
し

た。

透
視
遠
近
法
を
消
化
し
て、

絵
の
具、

墨
色
の
濃
淡
や
描
く
対
象
の
大
小
で
自
然
な
遠

近
を
表
出
す
る
新
し
い
空
間
構
成
を
行
っ
た。

応
挙
が
描
い
た、

新
し
い
空
間
構
成
を
用
い

て、

わ
ず
か
に
中
国
的
な
楼
閣
や
人
物
を
配
し
た
山
水
画
は
「
唐
画」

と
見
な
さ
れ
た
の
だ

ろ
う。

例
え
ば
明
和
六
年
（
一

七
六
九）

に
描
い
た
「
雪
中
山
水
図」
（
円
満
院
旧
蔵、

相

国
寺
承
天
閣
美
術
館
蔵）
、
「
雨
中
山
水
図」
（
個
人
蔵）
、
「
雪
景
山
水
図」

障
壁
画
（
円
満

院
旧
蔵、

千
葉
市
美
術
館
蔵、

図
2
)

は
「
唐
画」

の
山
水
画
と
い
う
こ
と
に
な
る。

応
挙
の
花
鳥
画
に
も
「
唐
画」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
さ
が
あ
っ
た。
「
牡
丹
孔
雀

図」
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵）

等
の
作
品
に
は
濃
密
な
南
頻
風
の
描
写
が
見
ら
れ
る
22
0

は
っ
き
り
南
頻
風
と
い
え
る
の
は
一

時
的
と
し
て
も、

明
和一
一
年
(
-

七
六
五）

の
「
双
鶴

図」
（
財
団
法
人
八
雲
本
陣
記
念
財
団
蔵）
、

明
和
八
年
（
一

七
七
一
）

の
「
牡
丹
孔
雀
図」

（
円
満
院
旧
蔵、

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
蔵）

は
南
頻
の
影
孵
を
受
け
な
が
ら
応
挙
の
画
風

を
確
立
し、

し
か
も
依
然
中
国
風
で
新
し
さ
も
あ
る
「
唐
画」

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か。

特
に
旧
円
満
院
の
「
牡
丹
孔
雀
図」

の
バ
タ
ー
ン
は
円
山
派、

四
条
派
に
と
ど
ま
ら
ず、

京

都
の
画
家
た
ち
に
受
け
継
が
れ
る
23。

長
沢
芦
雪
は
旧
円
満
院
「
牡
丹
孔
雀
図」

の
模
写
的

な
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）

の
「
牡
丹
孔
雀
図」
（
プ
ラ
イ
ス
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン、

図
3
)

か
ら、

天
明
後
期
＼
寛
政
初
年
の
「
牡
丹
孔
雀
図」
（
個
人
蔵）
、

寛
政
後
期
の
「
孔
雀
図」

（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵）
、

同
じ
時
期
の
「
薔
薇
孔
雀
図」
（
個
人
蔵）

と
旧
円
満
院
の

「
牡
丹
孔
雀
図」

の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
描
い
て
い
る
24。

原
在
中
の
次
男
原
在
明
の

「
牡
丹
孔
雀
図
襖」
（
禅
林
寺
蔵）

も
旧
円
満
院
の
パ
タ
ー
ン
を
受
け
継
い
で
い
る。

原
在
中

の
「
孔
雀
図
襖」
（
三
玄
院
蔵）

は
墨
画
で
は
あ
る
が、

そ
の
孔
雀
の
姿
形
は
旧
円
満
院

「
牡
丹
孔
雀
図」

と
一

致
す
る。
「
牡
丹
孔
雀」

は
唐
画
に
ふ
さ
わ
し
い
画
題
で
あ
り、

若
色

で
精
密
な
唐
画
の
様
式
と
結
び
つ
い
て
い
た。
「
唐
画」
「
和
画」

は
様
式
の
区
分
で
は
あ
る

が、

様
式
と
結
び
つ
い
た
画
題
の
区
分
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ。
「
唐
画」

の
画
家
は
唐
画
の

様
式
で
唐
画
に
ふ
さ
わ
し
い
画
題
を
描
き、
「
和
画」

の
画
家
は
和
画
の
様
式
で
和
画
に
ふ

さ
わ
し
い
画
題
を
描
く。

応
挙
の
画
業
を
通
観
す
る
と、

人
物
画
は
中
国
故
事
の
主
題
が
多
い。

山
水
を
描
く
作
品

で
も、

例
え
ば
「
秋
月
雪
峡
図
屏
風」
（
千
葉
市
美
術
館
蔵、

図
4
)

が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に、

日
本
の
ど
こ
か
に
あ
り
そ
う
な
風
景
で
も
人
物
や
楼
閣
は
中
国
風
の
場
合
が
多
い。

画

題
は
「
唐
画」

に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る。

図3 長沢芦雪「牡丹孔雀図」（プライス ・ コレクション）
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応
挙、

そ
の
弟
子
た
ち、

そ
の
影
響
を
受
け
た
画
家、

彼
ら
を
円
山
派、

四
条
派
に
限
ら

ず
仮
に
応
挙
一

派
と
呼
ん
で
お
く
が、

応
挙
一

派
の
作
品
の
多
く
に
は
「
唐
画」

の
要
素
が

あ
っ
た。

し
か
し、

応
挙
一

派
の
勢
力
が
増
し、

多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ、

当
初
「
唐

画」

が
持
っ
て
い
た
新
し
さ、

珍
し
さ
が
失
わ
れ
て
い
く。
『
京
羽
二
重
大
全
』

の
項
日
立

て
の
変
化
は
そ
の
新
奇
さ
を
失
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る。

天
明

四
年
版
に
あ
っ
た
「
唐
画
師」

の
項
目
に
は
応
挙、

原
在
中、

源
埼
の
名
が
見
え
た
が、

文

化
八
年
(
-

八
―
-
)

版
で
は
「
画
エ
」

の
項
目
に
応
挙、

原
在
中
の
ほ
か
多
く
の
円
山

派、

四
条
派
の
画
家
の
名
が
見
え
る。

勢
力
を
増
し、

新
興
画
派
で
な
く
な
っ
た
応
挙
一

派

は
い
ま
や
多
数
派
で、

当
初
の
新
し
さ、

珍
し
さ
は
薄
れ
た
の
だ
ろ
う。

天
明―
一
年
版
ま
で

の
『
平
安
人
物
志』

前
期
三
版
に
は、

和
流
で
は
な
い
、

お
お
む
ね
唐
画
の
画
家
を
一

ま
と

め
に
掲
載
し、

そ
こ
に
応
挙
一

派
も
含
ま
れ
て
い
た。

文
化
十
年
版
『
平
安
人
物
志』

か
ら

は
文
人
画
を
別
に
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
文
化
八
年
版
『
京
羽
二
重
大
全』

の
項
目
立

て
の
変
化
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る。
『
北
窓
瑣
談』

を
書
い
た
橘
南
硲
の
没
年
が

文
化
二
年
（
一

八
0
五）

で、

こ
の
年
が
「
唐
画」

と
い
う
く
く
り
が
意
味
を
失
っ
て
い
く

時
期
の
目
安
と
な
る
だ
ろ
う。

京
都
で
は
南
頻
派
・

南
頻
風
が
廃
れ、

応
挙
一

派
は
多
数
派

と
な
り、

南
画
は
盛
ん
に
な
っ

て
「
唐
画」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ

た
よ
う

だ
25。

文
化
年
間
(
-

八
0
四
S
一

八
一

八）

前
半
に、

京
都
に
お
け
る
「
唐
画」

と
い
う

枠
組
み
は
解
体
し
て
い
っ
た
と
い
え
そ
う
だ。

白
井
華
陽
（
？
s
-

八
三
六）

著
の
『
画
乗

要
略』

に
は
唐
画
の
語
は
な
い
。

「
唐
画」

と
い
う
枠
組
み
が
機
能
を
失
っ
て
も、
「
唐
画」

の
要
素
は
残
っ
た。

応
挙
一

派

の
一

部
作
品
の
画
題
選
択
に
は
「
唐
画」

の
名
残
を
引
き
続
き
指
摘
で
き
る。

呉
春
(
-

七

五
二
S
一

八
―
―
)

は
初
め
「
唐
画」

の
画
家
大
西
酔
月
に
付
き、

与
謝
蕪
村
に
南
画
を
学

び、

後
に
応
挙
に
学
ん
だ
作
風
に
転
じ
る。

安
永
四
年
版
（
一

七
七
五）
『
平
安
人
物
志
』

に
載
る
が、

こ
の
と
き
は
ま
だ
蕪
村
風
の
南
画
の
画
家
月
渓
で
あ
っ
た。

呉
春
は
応
挙
の
画

風
に
滴
洒
な
味
わ
い
を
加
え
た
独
自
の
作
風
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る。

そ
の
弟
子
た
ち
を

含
め
て、

四
条
界
隈
に
多
く
住
ん
だ
こ
と
か
ら
呉
春
と
そ
の
一

派
は
四
条
派
と
呼
ば
れ
て
い

る。
「
唐
画」

の
枠
組
み
が
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た
文
化
年
間
（
一

八
0
四
S
一

八
一

八）

以

降、

京
都
で
は
呉
春
の
弟
子
た
ち
の
四
条
派
の
画
家
が
活
躍
す
る
が、

中
に
は
「
唐
画」

の

名
残
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。

呉
春
の
異
母
弟
で
も
あ
る
松
村
景
文
（
一

七
七

九
＼
一

八
四――-
)

は、

付
立
や
片
ぼ
か
し
を
巧
み
に
用
い
た
滴
洒
な
花
鳥
画
で
知
ら
れ
る

が、

人
物
で
は、

中
国
故
事
の
主
題
も
描
い
て
い
る。

例
え
ば、

文
化
＼
文
政
期
(
-

八
0

四
＼
一

八
二
九）

の
作
と
思
わ
れ
る
「
春
秋
唐
人
物
図
屏
風」
（
千
葉
市
美
術
館
蔵、

図

5
)

は
右
隻
が
「
桃
李
園
図」、

左
隻
が
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞」

に
碁
づ
く
も
の
で、

画

風
も
蕪
村
風
の
呉
春
に
近
く、
「
唐
画」

と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る。

呉
春
門
下
の
岡
本
豊

彦
（
一

七
七
三
S
一

八
四
五）

は、

上
京
以
前
に
黒
田
綾
山
（
一

七
五
五
S
一

八
一

四）

に

師
事
し
て
い
る
が、

黒
田
綾
山
は
大
坂
の
唐
画
師
福
原
五
岳
門
下
で、

豊
彦
は
も
と
も
と

「
唐
画」

に
接
し
て
い
た。

豊
彦
は
山
水
の
作
品
で
し
ば
し
ば
南
画
風
の
描
写
を
示
す。

応

挙
風
に
染
ま
っ
た
師
呉
春
の
山
水
画
様
式
を
ふ
ま
え
て、

豊
彦
は
南
画
風
跛
法
を
も
う
一

度

付
け
足
し
た。
「
山
水」

そ
の
も
の
が
中
国
的
な
要
素
の
つ
き
ま
と
う
唐
画
的
な
枠
組
み
で

も
あ
っ
た。

南
画
風
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
彦
は
山
水
の
名
手
と
評
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か。

例
え
ば、

山
間
に
中
国
人
物
を
描
い
た
「
林
和
靖
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵、

図
6
)

は
応
挙
風
の
山
水
画
様
式
に
南
画
風
の
跛
法
を
取
り
入
れ
て
い
る。

ま
た
「
梅
渓
春

雨
・

竹
披
夕
陽
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）
は
跛
法
の
み
な
ら
ず
樹
木
も
南
画
風
で
あ
る。

人
物
を
よ
く
し
た
と
伝
え
る
柴
田
義
董
（
一

七
八
O
S
一

八
一

九）

に
は
「
和
画」

に
分
類

さ
れ
る
べ
き
当
世
風
の
美
人
図、
「
妓
女
図」
（
岡
山
県
立
博
物
館
蔵）

の
作
例
が
あ
る
一

方、

中
国
人
物
の
作
例
も
多
い
。
「
唐
人
物
図
屏
風」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵、

図
7
)

は
中

国
故
事
の
人
物
を
描
い
た
押
絵
貼
の
作
品
で、

四
条
派
風
の
人
物
描
写
に、

墨
の
筆
線
を
強

め
に
し
た
や
や
南
画
風
の
山
水、

樹
木
を
取
り
合
わ
せ
中
国
風
の
雰
囲
気
を
表
し
て
い
る。

文
化
八
年
(
-

八
―
-
)

頃
の
「
西
園
雅
集
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

は
南
画
の
主
題

と
し
て
も
好
ま
れ
た
故
事
を
描
い
た
も
の
で、

自
然
で
実
在
感
あ
る
人
物
を
奥
行
き
の
あ
る
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図
7

図
6

岡
本
豊
彦
「
林
和
靖
図」
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

柴
田
義
董
「
唐
人
物
図
屏
風」
（
部
分）
（
岡
山
県
立
美
術
館
蔵）

景
観
に
配
し
て
い
る。
「
唐
画」

と
い
う
枠
組
み
が
機
能
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
文
化
年
間
以

降
も、

円
山
派、

四
条
派
の
描
き
出
す、

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
少
し
中
国
風
の
世

界
が
「
唐
画」

の
名
残
と
し
て、

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た。

本
稿
で
は
ま
ず、
『
平
安
人
物
志』

と
他
の
人
名
録、

当
時
の
随
筆、

画
論
か
ら
「
唐
画」

の
画
家
を
挙
げ、

京
都
の
「
唐
画」

の
範
囲
を
見
た。

人
名
録、

随
筆、

画
論
で
の
「
唐

画」

の
範
囲
は
お
お
む
ね
一

致
す
る。

し
か
し、

曾
我
爾
白、

円
山
応
挙
と
い
う
重
要
な
画

家
に
つ
い
て、
『
画
道
金
剛
杵』
「
古
今
画
人
品
評」

と
『
北
窓
瑣
談』

と
は
異
な
る
認
識
を

示
す。

そ
の
相
違
は
「
古
今
画
人
品
評」

の
筆
者
中
林
竹
洞
が
南
画
優
位
の
「
唐
画」

観
を

持
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う。

ま
た
円
山
応
挙
を
「
唐
画」

と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え、

円
山
派、

四
条
派
に
お
け
る
「
唐
画」

の
要
素
を
検
討
し
た。

京
都
の
「
唐
画」

は
南
頻
派
・

南
頻
風
が
下
火
と
な
り、

若
沖、

爾
白
が
世
を
去
り、

応

挙
一

派
と
南
画
の
隆
盛
の
な
か
で
「
唐
画」

と
い
う
く
く
り
が
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い

っ
た。

四
条
派
に
加
え
て、

原
派、

岸
派、

望
月
派
も
写
生
画
系
と
し
て
広
義
の
円
山
派、

応
挙
一

派
と
い
え
よ
う
が、

年
を
経
て
多
く
の
画
家
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
「
唐
画」

と
い
う
語
の
持
っ
て
い
た
新
し
さ、

珍
し
さ
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
と
は
相
容
れ
な
く
な
る。

南
画
（
文
人
画）

は
大
き
な
勢
力
と
し
て、
『
平
安
人
物
志』

文
化
十
年
版
か
ら
は
別
区
分
と

な
る
26。

文
化
年
間
(
-

八
0
四
S
一

八
一

八）

前
半
に、

京
都
に
お
け
る
「
唐
画」

と
い
う

枠
組
み
は
解
体
し
は
じ
め
た
よ
う
だ。

文
化
八
年
(
-

八
―
―
)

版
『
京
羽
二
重
大
全』

に

は
「
唐
画
師」

の
代
わ
り
に
「
画
エ」

の
項
目
が
立
ち、

応
挙
一

派
の
画
家
を
多
数
挙
げ
る。

白
井
華
陽
（
？
s
-

八
三
六）

著
の
『
画
乗
要
略』

に
は
も
は
や
唐
画
の
語
は
な
い。

京
都

の
「
唐
画」

は
南
画
に
一

本
化
さ
れ
て、
「
唐
画」

と
呼
ぶ
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う。

お
わ
り
に
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当
時 、

江
戸
と
京
坂
に
お
い
て 、
「

唐
画」
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は 、
安
田
篤

生
「『

新
撰
和
漢
書
画一
覧
』

I
江
戸
時
代
中
期
鑑
画
知
識
の
一
様
相」
（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』

二 、

―1
0
011一
年
三
月）

、
七
八
＼

七
九
頁
参
照 。
ま
た
大
坂
で
の
「

唐
画」
の
状
況
に
つ
い
て
は
拙
稿
「

大

坂
の
「

唐
画」
と
南
頻
風
ー

森
蘭
斎
を
中
心
に
ー」

（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』

一
七 、
二
0
0
八
年
五

月）
で
も
述
べ
た 。

日
本
の
「

文
人
画」
は
南
画
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い 、
と
い
う
吉
滴
忠
氏
以
来
の
日
本
美
術
史
の
先
行

研
究
に
倣
い 、

本
稿
で
は
現
代
美
術
史
の
用
語
と
し
て
「

南
画」
の
呼
称
を
用
い
る 。
し
か
し
同
時
代
の

『
平
安
人
物
志
』

の
項
目
や
中
林
竹
洞
「

古
今
画
人
品
評」
の
用
法
は
「

文
人
画」
を
用
い
て
い
る
こ
と

を
ふ
ま
え 、

今
後 、
日
本
の
南
画
家
（
文
人
画
家）
達
が
自
ら
を
ど
う
読
ん
だ
か
の
用
法
を
集
め
検
討
し

て
み
た
い 。

黒
川
修一
「

京
都
に
お
け
る
唐
画
ー

濃
麗
な
る
彩
色
画
の
描
き
手
た
ち」
（『
京
の
絵
師
は
百
花
線
乱
』

展

図
録 、
京
都
文
化
博
物
館 、
一
九
九
八
年） 。

田
島
達
也
「『

平
安
人
物
志
』

を
読
む」
（『
京
の
絵
師
は
百
花
線
乱
』

展
図
録 、

京
都
文
化
博
物
館 、

一
九
九
八
年）

。

本
稿
で
は
森
銑――-
•

中
島
理
壽
編
『

近
世
人
名
録
集
成

第一
巻
』

（
勉
誠
社 、
一
九

七
六
年）
所
収
本
を
基
本
的
に
用
い
る
こ
と
と
す
る 。
な
お 、
田
島
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に 、

実
用
的
な

人
名
録
と
し
て
の
性
格
か
ら 、
『

平
安
人
物
志
』

に
は
細
か
い
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る 。
『

平
安
人
物
志
』

各
版
諸
本
を
対
照
と
し 、

蔵
版
書
目
が
付
属
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
掲
載
書
の
刊
行
年
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り 、

実
際
の
刊
行
時
期
が
絞
り
込
め
る
可
能
性
が
あ
る 。

例
え
ば
柴
田
義
董
は
文
化
十
年
版
の
う

ち 、

実
際
の
刊
行
が
文
政
三
年
ご
ろ
と
推
測
で
き
る
京
都
府
立
総
合
図
書
館
本
な
ど一
部
の
本
に
の
み
名

が
見
え
る 。

柴
田
義
菫
と
文
化
十
年
版
『

平
安
人
物
志
』

に
つ
い
て
は 、

拙
稿
図
版
解
説 、
「

柴
田
義
葦

『
唐
人
物
図
屏
風』」
（『
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵

雪
舟
と
水
墨
画
』

展
図
録 、
千
葉
市
美
術
館 、
一1
0
0

九
年）
で
言
及
し
た
が 、

詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い 。

「
凡
そ
文
人
間
は
画
を
善
く
し 、

好
事
の
部
の
中
に
於
い
て
之
を
求
む
べ
し 。
且
つ
前
の
諸
部
に
出
る
所

亦
画
を
善
く
す
る
者
有
れ
ど
も
今
必
ず
し
も
再
出
せ
ざ
る
な
り」
と
あ
る 。

文
政
五
年
版
以
降
に
項
目
と

し
て
「

文
人
画」
が
立
ち 、

文
化
十
年
版
で
上
巻
に
名
が
挙
が
る
画
家
た
ち
が
文
政
五
年
版
で
は
「

文
人

画」
の
項
目
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら 、

文
化
十
年
版
も
「

文
人
画」
を
項
目
と
は
し
な
い
も
の
の 、

実
質

は
文
人
画
と
し
て
別
に
挙
げ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う 。

田
島
達
也
「

京
都
の
肉
筆
浮
世
絵」
（『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
9

奈
良
県
立
美
術
館
／
京
都
府
立
総
合
資
料

館
』

講
談
社 、
一
九
九
六
年）

。

田
島 、

注
6
前
掲
論
文 。

田
島 、

注
4
前
掲
論
文 。

以
下
「

古
今
画
人
品
評」
の
漢
文
の
読
み
下
し
は 、

黒
川
修一
・

神
谷
浩
『[

定
本]
日
本
絵
画
論
大
成

第
六
巻
』

（
ぺ
り
か
ん
社 、
―1
0
0
0
年）
に
よ
る 。

「
雪
渓」
は
宋
紫
石
も
楠
本
雪
渓
で
あ
る
が 、

宋
紫
石
と
し
て
別
に
あ
が
る
た
め 、
こ
こ
は
山
口
雪
渓

（一
六
四
四
＼一

七――――-)
と
見
る 。

下
下
品
の
勝
野
沌
古
は
蘭
竹
以
外
の
画
題
の
意
味
で
あ
ろ
う 。

「
狩
野
家
に
て
も 、

元
信・
探
幽 、

皆
唐
画
（
カ
ラ
エ）
を
師
と
せ
り 。」
と
し
て 、
「

唐
画」
を
「

か
ら
え」

と
読
ま
せ
て
い
る 。
「

か
ら
え」
と
「
と
う
が」
と
の
読
み
の
違
い
に
よ
る
意
味
の
差
異
を
考
え
る
材
料
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と
し
て

注
意
し
て
お
き
た
い 。

続
い
て
当
今
の
画
家
と
し
て
橘
南
硲
が
列
挙
す
る
画
家
に
は
「

唐
画」
の
画
家
と
し
て
他
で
言
及
さ
れ
る

画
家
も
含
ま
れ
る 。
天
明
四
年
版
『

京
羽
二
重
大
全
』

で
唐
画
師
と
し
て
あ
が
る
原
在
中 、
源
埼 、
安
永

六
年
版
『

難
波
丸
綱
目
』

で
唐
画
師
と
し
て
名
の
挙
が
る
福
原
五
岳 、

享
和―一
年
の
『

浪
華
な
ま
り
』

で

唐
画
（
と
う
が）
と
し
て
言
及
さ
れ
る
濱
田
杏
堂 、

岡
熊
嶽 、

岡
田
米
山
人
の
名
が
見
え
る 。
た
だ
し 、

全
て
の
画
家
が
唐
画
の
画
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
い 。

「
明
和
南
宗
画
帖」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵）
に
は
島
雅
修
「

風
雲
起
龍
図」
が
含
ま
れ
る
が 、
ほ
ぽ
同
じ

図
柄
の
作
品
を
池
大
雅
も
描
く
と
の
報
告
が
あ
り 、

雅
修
と
南
画
の
近
さ
を
物
語
っ
て
い
る 。

野
口
剛

「
島
雅
修」
（
画
家
解
説）
（『
京
の
絵
師
は
百
花
統
乱
』

展
図
録 、
京
都
文
化
博
物
館 、
一
九
九
八
年） 。

な
お 、
江
戸
の
例
に
な
る
が 、
こ
の
明
和
六
年
版
『

古
今
諸
家
人
物
志
』

が
絵
師
の
分
類
に
「

唐
画」
を

用
い
る
早
期
の
例
で
あ
る 。
武
田
光一
「

南
画
家
の
文
人
意
識」
（『
江
戸
文
学
』

十
八 、
一
九
九
七
年
十

一
月）
に
指
摘
が
あ
る 。

黒
川 、

注
3
前
掲
論
文 。

諸
葛
監
は
南
頻
派
の
画
家
で 、
明
和
六
年
版
『

古
今
諸
家
人
物
志
』

の
「

唐
画」
の
項
に
載
る 。

林
闘
苑

は
安
永
二
年
に
木
村
兼
段
堂
が
池
田
正
樹
に
語
っ
た
「

唐
画
師」
に
含
ま
れ
る 。

蕪
村
は
「

文
人
画」
で
は
な
く 、

二
段
目
「

能
画
に
し
て
俗
気
無
き
者」
の
項
目
に
含
ま
れ
る 。

「
唐
画」
の
あ
る
種
の
新
し
さ
と 、

爾
白
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
が
相
容
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が 、

同
様
の
復
古
的
な
要
素
を
持
つ
望
月
玉
蛸 、

大
西
酔
月
を
竹
洞
は
唐
画
に
分
類
し
て
い
る 。
ま
た
篇
白
の

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
は
室
町
時
代
の
漢
画
の
要
素
を
指
摘
で
き
る
が 、
室
町
時
代
の
漢
画
で
あ
る
雪
舟 、

狩
野
元
信
を
竹
洞
は
唐
画
と
し
て
い
る 。
竹
洞
が
蒲
白
を
和
画
と
す
る
理
由
は
そ
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で

は
な
い
と
考
え
る 。
大
西
酔
月
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
爾
白
前
史
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
野
口
剛
「

大
西

酔
月
筆

高
士
騎
牛
図」
（『
国
華」
―
I

I一
三
五 、
二
0
0
七
年一
月）

、
三
九
頁
参
照 。

ち
な
み
に
「

漢
画」
の
語
を
使
っ
て
い
て
も
内
容
は
「

唐
画」
と
重
な
る
場
合
も
あ
る 。
例
え
ば
田
能
村

竹
田
『

山
中
人
饒
舌
』

（
天
保
六 、
一
八
三
五
年）
で
「

又
た
漢
画
と
称
す
る
者
有
り 。

亦
た
数
派
を
分

か
つ 。」
の
漢
画
は 、
そ
の
後
に
「

所
謂
る
漢
画
は 、

往
々
俗
間
伝
う
る
所
の
明
清
書
画
を
撫
佑
し 、
（
以

下
略）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て 、
江
戸
時
代
中
期
に
近
い
時
期
の
中
国
絵
画
の
影
密
を
受
け
て
成
立

し
た
中
国
風
の
日
本
絵
画
を
指
し
て
お
り 、
「

唐
画」
と
ほ
ぼ
重
な
る 。
『

山
中
人
饒
舌
』

の
「

漢
画」
が

近
世
漢
画
で 、
「

唐
画」
と
ほ
ぼ一
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
黒
川
修一
「

望
月
玉
媚
に
つ
い
て
の一一 、

三
の
考
察
〔一
〕」
（『
広
島
県
立
美
術
館
紀
要
』

第一―一
号 、
一
九
九
六
年）

、
一
七
頁
上
段
に
指
摘
が
あ

る 。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
の
画
論
に
お
い
て 、
し
ば
し
ば
「

漢
画」
と
「

唐
画」
が
同
義
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
指
摘
が
あ
る 。
「

唐
画」
の
語
は
江
戸
時
代
中
期 、

十
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
新
し
さ 、

同
時

代
性
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て一
時
的
に
盛
ん
に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る 。

田
能
村
竹
田
は
『

山
中
人
饒
舌
』

で 、
「

漢
画」
の一
派
と
し
て
「

京
派」
を
挙
げ
る
が 、
こ
の
京
派
は

円
山
応
挙・
呉
春
を
指
す 。
た
だ
し
こ
こ
で
の
「

漢
画」
は
「

唐
画」
と
ほ
ぼ一
致
す
る 。

原
本
が
沈
南
頻
で
あ
る
と
い
う
箱
書
を
伴
う
「

青
鶏
冊
図」
（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
戸
方
庵
井
上
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
蔵）

、

画
中
に
南
頻
の
筆
意
で
あ
る
こ
と
を
記
す
「

牡
丹
花
綬
帯
鳥・
牡
丹
花
白
鵬
鳥」
（
た

け
は
ら
美
術
館
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵）
の
作
例
も
あ
る 。

後
者
に
つ
い
て
は
黒
川
氏
の
指
摘
す
る
「

非

南
頻
系
の
画
家
が
南
頻
風
の
画
を
描
く
際 、

落
款
中
に
そ
れ
が
南
頻
風
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る

例」
（
黒
川 、

注
3
前
掲
論
文 、
一
九
頁
下
段）
と
も
い
え
る 。
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佐
々
木
丞
平
編
『

花
鳥
画
の
世
界

第
6
巻

京
派
の
意
匠
ー

江
戸
中
期
の
花
鳥
ー』

（
学
習
研
究
社 、

一
九
八一
年）
カ
ラ
ー

図
版
八
六
s
I

O
I

。

松
尾
勝
彦
（
解
説）

、
同
書 、
一
四
七
頁
S一

四
八
頁 。

「
孔
雀
図」
（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵）
は
更
に
八
田
古
秀
が
模
写
的
な
「

孔
雀
図」
を
残
し
て
い
る
こ
と
で

も
興
味
深
い 。

弘
化
四
年
(-
八
四
七）
序
の
吉
田
順
祥
『

皇
都
書
画
人
名
録』
に
お
い
て 、

中
林
竹
渓
の
項
目
に
の
み

「
唐
画」
と
あ
る 。

中
林
竹
洞
に
「

南
京」
と
あ
る
の
は
「

南
宗」
の
誤
り
だ
ろ
う 。
日
根
対
山
ら
に
は

「
南
宗」
と
あ
り 、

鈴
木
百
年 、
原
在
照 、
横
山
華
渓
に
は
「

北
宗」
と
あ
る 。
「

南
北
宗
合」「
南
北一
致
相

兼」
と
あ
る
項
目
も
み
ら
れ
る 。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
「

北
宗」
の
意
味
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
考
え
て

み
た
い 。

京
都
に
お
け
る
文
人
画
の
様
相
に
つ
い
て
は
鈴
木
幸
人
「『

平
安
人
物
志』
か
ら
み
る
文
人
画」
（『
京
の

絵
師
は
百
花
統
乱』
展
図
録 、

京
都
文
化
博
物
館 、
一
九
九
八
年）

、

参
照 。
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Karae (Chinese-style Painting) in Mid-Edo Period Kyoto 

Shiori Ito 

The mid-Edo period, from the Meiwa era to the Te皿1ei era, saw the development of a new term for Chi— 

nese-style paintings, karae (alternate pronounciation toga), or paintings derived from Chinese painting. This 

term included the Nanpin school and style and the so called literati paintings (bunjinga or nanga). 

The Heian Jimbutsushi biographical compendium was published in a total of nine editions from the mid

Edo period Meiwa 5 (1768) to the late Edo period Keio 3 (1867) editions. Each edition listed important people 

by discipline. A major change occurred in the composition of the editions closely related to content between the 

first three editions (1768, 1775, and 1782) and the latter six editions (1813 onwards). The scope of karae can be 

seen in the painters listed in the first three editions of the Heian Jirnbutsushi, which included Maruyama Okyo, 

his students and the Okyo school painters that he influenced, in the karae category. With the exception of those 

painters whose works or teacher lineage are not known, the karae category included all of the Nanpin school or 

style, literati and Okyo school painters. The Tenmei 4 (1784) edition of Kyo Habutae Taizen, Nakabayashi Chi—

kuto's Kokon gajin hinpyo, and Tachibana Nankei's Hokuso Sadan, with the exception of the Okyo school, 

share the Jimbutsushi's scope of karae painters to include all literati, Nanpin school and Okyo-style painters. 

Thus, in general, the scope of karae was the same in the biographical records, essays and painting theory books 

of the period. However, regarding two important painters of the period, Soga Shohaku and Maruyama Okyo, 

the Kokon gajin hinpyo and the Hokuso Sadan signal a different awareness. This difference is probably based 

on Chikuto's view of karae that gives precedence to literati painting. 

The use of the term karae instead of kanga to indicate Chinese-style painting is thought to reflect its trend 

and novelty in the mid-Edo period, specifically in the latter half of the eighteenth century. The novel spatial 

compositions painted by Okyo in his landscapes with the slight addition of a Chinese-style building or figure 

would have been considered karae. Okyo's bird and flower paintings also displayed a novelty that was suitable 

for the term karae. The stylistic divisions between karae and waga (yamatoe), Chinese-style painting and Japa

nese-style painting respectively, was also a division between painting themes that were tied to style. 

Literati painting (nanga or bunjinga) became a major force and from the Bunka IO edition onwards was placed 

in a separate category in the Heian Jimbutsushi. The first half of the Bunk.a era (1804-1818) saw the disman

tling of the karae framework in Kyoto. The Bunka 8 (1811) edition of the Kyo Habutae Taizen table of contents 

saw the term gako, literally painting technician, in place of karaeshi, or Chinese-style painter, and this new cat

egory included a large number of Okyo school painters. The Kyoto karae was unified with literati painting and 

thus the need for the term karae disappeared. The Kyoto karae saw the decline of the Nanpin school and sty le, 

the death of JakuchO and Shohaku, and the rise of the Okyo school and literati painting, and thus the term karae 

lost its meaning entirely. 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
と
コ
ン
セ。
フ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト

蛍
光
灯
を
素
材
に
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
(
Da
n

Fla
vin,
 1
93
3
-1
9
9
6)
は、

今
日、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
代
表
作
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

る。
一

方
で、
一

九
六
五
年
か
ら
七
0
年
頃、

動
向
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー

ト
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し、

そ
こ
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア

ー
ト
研
究
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ン
・
ロ
リ
マ
ー
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
か
ら
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
ヘ
の
移
行
期
に
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て、

次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル・
ア
ー
ト
は、

絵
画・
彫
刻
と
い
う
堅
固
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て、

様
々
な
局
面
か
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
修
正
と
否
定
を
行
な
っ
た。

ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン、

エ

ヴ
ァ
・
ヘ
ス、

ソ
ル
・
ル
ウ
ィ
ッ
ト、

ブ
ル
ー
ス
・

ナ
ウ
マ
ン、

ロ
バ
ー
ト
・

ス
ミ
ッ
ソ
ン

ら
が
制
作
し
た
重
要
な
作
品
は、

ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト
だ
け
で
な
く、

作
例
に
よ
っ
て
は
ポ

ス
ト
・

ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト、

さ
ら
に
は
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
と
も
結
び
つ
け
ら

れ
る。
」（
註
1
)

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は、

は
じ
め
に

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い

て、

次
に
挙
げ
る
二
つ
の
局
面
と
特
に
深
く
関
係
し
た。

最
初
の
局
面
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

か
ら
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
ヘ
の
移
行
期
に
見
ら
れ
た、
「
ア
ー
ト
の
脱
物
質
化」

の
傾
向
で
あ
る。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
外
で
照
明
器
具
と
し
て
使
わ
れ
る
蛍
光
灯
と
い
う
市
販
の

商
品
を、

そ
の
ま
ま
作
品
と
し
て
展
示
す
る
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
手
法
は、

作
品
の
物
質
性
に

対
し
て
独
自
の
方
向
性
を
示
し
た。

二
つ

目
の
局
面
は、

ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム
(
D

目

Gr
aha
m,
 1
942
-)
や
ダ
ニ
エ
ル
・

ビ
ュ
ラ
ン
(
D

目iel
B
uren,
 1
93
8
-)
に
代
表
さ
れ
る、

ア

ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
性
を
機
能
論
的
に
考
察
す

る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
批
判
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
の
台
頭
で
あ
る。

社
会
I

経
済
的
に
規
定
さ
れ
た
蛍
光
灯
シ
ス
テ
ム
を
自
身
の
作
品
制
作
シ
ス
テ
ム
に
そ
の
ま
ま
取
り

込
ん
だ
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
制
作
手
法
は、

照
明
の
機
能
を
通
し
て、

ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
と
ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
関
係
性
を
顕
在
化
さ
せ、

こ
の
局
面
に
お
い
て
先
駆
的

な
役
割
を
果
た
し
た。

本
論
は、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
の
形
成
期
に
お
け

る
こ
れ
ら
二
つ
の
局
面
の
な
か
で、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め、

ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
察
す
る。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
で
は、

視
覚
的
な
部
分

と
概
念
的
な
部
分
が
等
し
く
重
要
だ
が、

本
論
で
は
専
ら
概
念
的
な
部
分
に
焦
点
を
あ
て
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う。

最
初
に、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
か
ら
初
期
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
が

発
生
す
る
過
程
で
顕
在
化
し
た
作
品
の
「
脱
物
質
化」

を
め
ぐ
る
議
論
と、

他
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ

ム
作
品
と
は
異
な
る
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
固
有
の
「
脱
物
質
化」

の
様
態
に
つ
い
て
論
じ
た
い。

水

沼

啓

和
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一
九
六
八
年
に
発
表
さ
れ
た
ル
ー
シ
ー
・
リ
パ
ー

ド
と
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
エ
ッ

セ
イ
「
ア
ー
ト
の
脱
物
質
化」
は、

当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
広
く
見
ら
れ
た、

作
品
の
物

質
と
し
て
の
側
面
を
否
定
的
に
扱
う
傾
向
を
指
摘
し、

注
目
を
集
め
た。

「
過
去
二
0
年
間
支
配
的
だ
っ
た、

作
品
制
作
に
お
け
る
反
知
性
的、

情
緒
的
／
直
観
的

プ
ロ
セ
ス
は、
一
九
六
0
年
代
を
通
し
て、

ウ
ル
ト
ラ
ー
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

ト
に

屈
し
つ
つ
あ
る。
こ
の
新
し
い
ア
ー
ト
は、

思
考
プ
ロ
セ
ス
を
ほ
と
ん
ど
特
権
的
に
強
調
す

る。

作
品
が
ス
タ
ジ
オ
で
案
出
さ
れ、

熟
練
工
に
よ
っ
て
別
の
場
所
で
製
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
に
つ
れ
て、

物
質
と
し
て
の
作
品
は
単
な
る
最
終
生
産
物
と
な
り、

多
く
の
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
が
芸
術
作
品
の
物
理
的
発
展
に
関
心
を
失
い
始
め
た。
ス
タ
ジ
オ
が
再
び
書
斎
と
化
し

つ
つ
あ
る
の
だ。

そ
の
よ
う
な
流
れ
が、

深
い
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ア
ー

ト
の
脱
物
質
化、

と

り
わ
け
物
質
と
し
て
の
ア
ー

ト
の
脱
物
質
化
を
喚
起
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る。

そ
し
て
継

続
的
に
こ
れ
が
拡
大
し
て
い
け
ば、

物
質
と
し
て
の
ア
ー

ト
は
完
全
に
廃
れ
て
し
ま
う
だ
ろ

う。」（
註
2
)

リ
パ
ー

ド
ら
の
主
張
は、

動
向
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
到
来
を
世
に

知
ら
し
め
る
役
割
を
果
た
し
た
が、

す
で
に
こ
の
時
点
で
広
範
に
裾
野
を
拡
げ
つ
つ
あ
っ
た

こ
の
動
向
を
包
括
的
に
説
明
す
る
に
は、
「
脱
物
質
化」
は
あ
ま
り
に
限
定
的
・
一
面
的
な

概
念
だ
っ
た。

そ
の
た
め
「
ア
ー

ト
の
脱
物
質
化」

は、

メ
ル
・
ボ
ク
ナ
ー(
Mel

Bochner,
 1940_)
ら
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
に
関
係
す
る
作
家
た
ち
か
ら
強
い
反

論
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た（
註
3
)。

そ
も
そ
も
リ
パ
ー
ド
ら
に
よ
る
「
脱
物
質
化」
の
使
用

法
は、
「
影
孵
や
発
展
の
様
式
史
で
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
芸
術
作
品
を
還
元(reduce)
し

た
結
果、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
そ
れ
を
完
全
に
脱
物
質
化(de
mate
rial
ize)
す
る
と

「
ア
ー
ト
の
脱
物
質
化」
と
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン

い
う
道
筋
が
示
さ
れ
る」
と
い
う
ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー

の
発
言
に
明
ら
か
な
よ
う
に、
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

ト
自
身
が
真
っ
向
か
ら
否
定
し
よ
う
と
試
み
た、

様
式
的
／
形
式
主

義
的
視
座
に
強
く
支
配
さ
れ
て
い
た（
註
4
)。

皮
肉
な
こ
と
に
リ
パ
ー

ド
た
ち
は、
コ
ン
セ
プ

チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

ト
が
超
克
し
よ
う
と
し
た
思
考
法
を
用
い
て、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア

ー
ト
解
釈
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
も
か
か
わ
ら
ず、
「
脱
物
質
化」
と
い
う
用
語
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

か
ら
初
期
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル・
ア
ー
ト
が
発
生
す
る
過
程
に
お
い
て、

例
え
ば
ロ
バ
ー

ト・

バ
リ
ー(
Robe
rt
B

arry,
 1936-)
の
よ
う
な
作
家
を
論
じ
る
と
き
な
ど
に、

今
日
で
も
な
お

使
わ
れ
続
け
て
い
る（
註
5
)。

要
す
る
に
「
脱
物
質
化」
と
い
う
用
語
自
体
に
問
題
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
全
て
を
統
合
す
る
様
式
的
概
念
と
し
て
そ

れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
っ
た
の
だ。

実
際
ダ
グ
ラ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ブ
ラ
ー(
Dou
glas

Huebler,
 1924-1997)
の
「
世
界
に
は
そ
こ
そ
こ
興
味
深
い
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
ふ
れ
て
い
る。

私
は
そ
こ
に
何
か
を
追
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
一
節
か
ら
も、

こ
の
当
時
共
有
さ
れ
て
い
た
物
質
性
回
避
へ
の
志
向
が
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る（
註
6
)。

し
か

し
な
が
ら
こ
の
用
語
は、

あ
く
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
活
動
し
た
一
部
の
作
家
た
ち
に
よ
る

初
期
の
作
品、

例
え
ば
ボ
ク
ナ
ー

が
一
九
六
七
年
頃
に
制
作
し
た
写
真
作
品、
バ
リ
ー

の

《
不
活
性
ガ
ス
シ
リ
ー

ズ(Ine
rt
Gas
 Se
ries)
》、

あ
る
い
は
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ウ
ェ
イ
ナ
ー

（

に

wrence
We
iner,
 1942|)
が
六
0
年
代
末
に
生
み
出
し
た
必
ず
し
も
物
質
化
さ
れ
る
必

要
が
な
い
言
語
形
式
の
作
品
な
ど
に
限
定
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

そ
れ
以
上
に
今
日、
「
脱
物
質
化」
と
い
う
用
語
は、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

ト
自

体
を
説
明
す
る
と
き
に
も
増
し
て、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
内
包
さ
れ
た
製
作
行
為、

オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検
証
す
る
と
き
に
有
効
と
言
え
る
だ
ろ
う。

六
0
年
代
中

頃
に
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
た
時
点
で、

す
で
に
「
脱
物
質
化」
は
決
定
的
な
段
階
ま
で

進
ん
で
い
た
の
だ。

そ
れ
に
対
し
て
エ
ッ
セ
イ
が
書
か
れ
た
一
九
六
八
年
に
は、

少
な
く
と

も
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

ト
に
関
係
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
あ
い
だ
で
は、
「
脱

24 



物
質
化」

は
む
し
ろ
自
明
の
前
提
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た。

リ
パ
ー
ド
ら
が
述
べ
た
「
物
質
と

し
て
の
作
品
は
単
な
る
最
終
生
産
物
と
な
り、

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
芸
術
作
品
の
物
理

的
発
展
に
関
心
を
失
い
つ
つ
あ
る」

と
い
う
状
況
は
確
か
に
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト

に
帰
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
が、
「
作
品
が
ス
タ
ジ
オ
で
案
出
さ
れ、

熟
練
工
に
よ
っ
て
別

の
場
所
で
製
作
さ
れ
る」

と
い
っ
た
状
況
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ、

積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た。

多
く
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
作
品
で
は、

製
作
に
先
立
っ
て
作
ら
れ
る
紙
の
上
の
プ
ラ
ン
が
大

き
な
意
味
を
持
ち、

制
作
行
為
自
体
が
持
つ
重
要
性
は、

そ
れ
以
前
の
作
品
と
比
べ
著
し
く

低
下
し
た。

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
は、

作
品
を
製
作
す
る
こ
と、

す
な
わ
ち
作
品
の

物
質
化
に
は
最
後
ま
で
固
執
し
続
け
た
が、

ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド(
D
on
ald
Ju
d
d,
 1928
 

-1994)
の
よ
う
に
製
作
を
専
門
業
者
に
委
託
し
た
り、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
よ
う
に
市
販
の

商
品
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
作
品
を
つ
く
る
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た。

こ
の
状
況
は、

プ
ラ
ン
こ
そ
が
作
家
の
意
図（
コ
ン
セ
プ
ト）
を
伝
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り、

製
作
行
為
は

も
ち
ろ
ん、

物
質
と
し
て
の
作
品
す
ら
も
不
要
と
な
る
可
能
性
を、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品

が
す
で
に
内
包
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た。

実
際
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
内
包
す
る
こ
の

「
脱
物
質
化」

へ
の
契
機
は、
一

九
六
四
年
に
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ド、

フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ラ

(
F
ra
nk
 Stella,
 1936
-)
と
ブ
ル
ー
ス・
グ
レ
イ
ザ
ー
と
の
対
談
の
な
か
で
示
唆
さ
れ
て
い
た。

「
グ
レ
イ
ザ
ー
ょ

絵
画
は
そ
れ
が
作
ら
れ
る
前
か
ら
ほ
ぼ
完
全
に
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ラ
イ

ズ
さ
れ
て
お
り、

頭
の
中
で
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
生
み
出
し、

そ
れ
を
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
に
移
す

こ
と
が
で
き
る
と
あ
な
た
は
言
う。

そ
れ
な
ら
ば
絵
画
を
制
作
す
る
必
要
は
な
く、

単
に
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
し、

提
示
す
る
だ
け
で
十
分
で
は
な
い
の
か。

ス
テ
ラ
；

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
は
絵
画
で
は
な
い。

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
は
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
だ。

私

は
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
か
ら
絵
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
が、

あ
な
た
に、

そ
し
て
他
の
人
た
ち

に
そ
れ
が
で
き
る
だ
ろ
う
か。

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
だ
け
な
ら、

そ
れ
は

単
な
る
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
す
ぎ
な
い。

あ
る
い
は
言
葉
で
表
現
す
る
な
ら、

そ
れ
は
単
に
言

葉
で
表
現
し
た
だ
け
だ。

ク
レ
メ
ン
ト
・

グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
は、
「
抽
象
表
現
主
義
以
後」

と
い
う
論
文
の
中
だ
っ
た
と
思
う
が、

絵
画
の
概
念
や
可
能
性
に
つ
い
て
語
り、

何
も
描
か

れ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
が
絵
画
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
成
り
得
る
と
言
っ
た。

そ
れ
は
良
い

ア
イ
デ
ィ
ア
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が、

考
え
方
と
し
て
は
確
か
に
正
し
い。

ま
た
イ

ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
は
空
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
品
と
し
て
発
表
し、

空
気
を
売
っ
た。

そ
れ
こ
そ

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
ア
ー
ト
だ
ろ
う。

グ
レ
イ
ザ
ー
＂

背
理
法
だ
ね。

ス
テ
ラ
＂

全
く
馬
鹿
げ
た
こ
と
と
も
言
え
な
い
が。

ジ
ャ
ッ
ド
；
た
と
え
前
も
っ
て
何
か
を
完
全
に
計
画
で
き
た
と
し
て
も、

そ
れ
が
目
の
前

に
現
れ
る
ま
で
は、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

苦
労
し
て
作
り
上

げ
て
み
れ
ば、

そ
れ
が
完
全
に
失
敗
だ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
だ
ろ
う。」（
註
7
)

グ
レ
イ
ザ
ー
の
こ
こ
で
の
問
い
か
け
は、
一

九
六
0
年
代
後
半
に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル・
ア
ー
ト
の
台
頭
を
予
告
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い。

む
ろ
ん
グ
レ
イ
ザ
ー
は、
「
ダ

イ
ア
グ
ラ
ム
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る」

あ
る
い
は
「
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
し
提
示
す
る」

こ

と
を
決
し
て
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
や
制
作
プ

ロ
セ
ス
に
「
脱
物
質
化」

へ
の
契
機
が
内
包
さ
れ
て
い
る
事
実
に
は、

少
な
く
と
も
気
づ
い

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ク
ラ
ウ
ス
は、

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
第
三
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
ミ
ニ
マ

リ
ズ
ム
の
作
品
で
は、

作
家
自
身
が
策
定
し
た
プ
ラ
ン
自
体
が
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
で
複
製

可
能
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
が、

こ
の
対
談
の
引
用
部
分
は、

否
定

的
な
ス
タ
ン
ス
と
は
い
え、
一

九
六
五
年
の
時
点
で、

そ
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
た
の

だ（
註
8
)。

む
ろ
ん
ジ
ャ
ッ
ド
が
作
品
製
作
を
専
門
業
者
に
委
託
し
た
の
は、

よ
り
正
確
で
完

成
度
の
高
い
形
態
を
生
み
出
す
た
め
で
あ
っ
て、

自
ら
の
手
で
製
作
を
行
わ
な
い
こ
と
自
体
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が
目
的
な
の
で
は
な
い。

ま
た
対
談
中
の
ジ
ャ
ッ
ド
の
言
葉
に
明
ら
か
な
よ
う
に、

ミ
ニ
マ

リ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
は、

プ
ラ
ン
の
実
体
化
・
物
質
化
に
最
後
ま
で
固
執
し
続
け
た。

け
れ

ど
も
そ
の一
方
で、

作
品
本
体
に
プ
ラ
ン
を
付
け
て
販
売
し
た
り、

時
に
は
プ
ラ
ン
だ
け
を

販
売
し
た
り、

あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
プ
ラ
ン
か
ら
別
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
や
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
ワ

ー
ク
を
量
産
し
た
り
す
る
こ
と
で、

完
成
品、

す
な
わ
ち
物
質
と
し
て
の
作
品
の
ス
テ
ー
タ

ス
や
重
要
性
を
自
ら
弱
め
て
い
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
っ
た。

製
作
に
先
立
っ
て
つ
く

ら
れ
た
プ
ラ
ン、

多
く
の
場
合、

簡
単
な
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
と
そ
れ
に
付
随
す
る
言
語
や
数
字

が、

第
三
者
が
行
う
製
作
全
体
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
あ
る
か
ら、

完
成
品
よ

り
も
プ
ラ
ン
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
若
い
世
代
が
持
ち、

さ
ら
に
作
品
製
作
自

体
す
ら
不
要
と
い
う
結
論
に
至
る
の
は、

も
は
や
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た。

そ
の
若
い
世
代
に
属
し
て
い
た
メ
ル
・
ボ
ク
ナ
ー
は、
一
九
六
六
年、

講
師
と
し
て
美
術

史
を
教
え
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
美
術
学
校
の
付
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら、

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に

よ
る
展
覧
会
の
企
画
を
依
頼
さ
れ
た。

ポ
ク
ナ
ー
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
を
中
心
に
知

り
合
い
か
ら
作
品
を
借
り
た
が、

そ
れ
ら
は
伝
統
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
枠
組
み
か
ら
大
き

く
逸
脱
し
て
い
た（註
9
)。
ル
ウ
ィ
ッ
ト
の
作
品
は、

小
さ
く
乱
雑
に
描
か
れ
た
複
数
の
キ
ュ

ー

ブ
の
下
に、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
複
雑
な
計
算
式
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
プ
ラ
ン
に
は
蛍
光
灯
の
配
置
が、

左
側
に
は
乱
雑
な

線
で、

右
側
に
は
製
図
的
な
正
確
さ
で、
い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
の
言
葉
を
使
う
な
ら
「
非

芸
術
的」
に
描
か
れ
て
い
た。
（
図
1
)

ジ
ャ
ッ
ド
に
至
っ
て
は、

彼
が
作
品
製
作
を
依
頼
し

た
金
属
加
工
業
者
バー

ン
ス
タ
イ
ン
兄
弟
社
か
ら
の
請
求
書
が
そ
の
ま
ま
提
供
さ
れ、

彼
の

ミ
ニ
マ
ル
な
作
品
が
如
何
に
高
額
の
贄
用
を
か
け
て
委
託
製
作
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ

た。

そ
れ
ら
は
ド
ロー

イ
ン
グ
と
い
う
よ
り
は
メ
モ、

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム、

プ
ラ
ン
で
あ
り、

ま
さ
に
作
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
コ
ン
セ
プ
ト
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た。
こ
れ
ら
の
紙

片
は、
《
必
ず
し
も
芸
術
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
と
紙
の
上
の
視
覚
的
な
も
の(
Wor
kin
g
Dra
win
gs
 
And
 O
ther
 Vis
ible
 TI
昔
gs
On

Paper
 No
t
 

Necessarily
 Mean
t
 

To
 Be
 Vie
wed
 As
 
Art)
》
と
名
づ
け
ら
れ
た
が、

そ
の

な
か
に
は
建
築
図
面
や
シ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
楽
譜、

さ
ら
に
は
数
学
者
の
メ
モ
や
『
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン』

誌
の
ペ
ー
ジ
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り、

ア
ー
ト
の
領
域

を
超
え
た
広
い
意
味
で
の
知
的
活
動
全
般
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
た。

ボ
ク
ナ
ー
は
当

初、
こ
れ
ら
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
額
装
し
て
展
示
し
よ
う
と
試
み
た
が、

彼

の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
企
画
の
意
図
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
側
か
ら、

予
算
上

の
理
由
に
よ
り
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た。

次
に
そ
れ
ら
を
写
真
に
撮
影
し
て
展
示
し
よ
う
と

し
た
が、

ま
た
も
や
拒
絶
さ
れ
た
た
め、

す
べ
て
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
コ
ビ
ー

で
複
写
し、

四
冊
の
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
・
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
台
座
の
上
に
展
示
し
た。
（
図

2
)

こ
の
展
覧
会
で、

ボ
ク
ナ
ー
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が、
コ
ピ
ー
し
た
プ
ラ
ン、

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム、

資
料
を
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
展
示
す
る
と
い

う
偶
然
が
生
み
出
し
た
独
創
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
よ
り、

四
冊
の
フ
ァ
イ
ル

C= 

— 

図2
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自
体
を
ボ
ク
ナ
ー
の
作
品
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う。

い
ず
れ
に
せ
よ
ボ
ク
ナ
ー
の
試

み
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
が
制
作
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す
る
と
と
も
に、

ミ
ニ
マ

リ
ズ
ム
の
作
品
に
お
け
る
プ
ラ
ン、

す
な
わ
ち
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
要
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
結

果
と
な
っ
た（
註
10
)。

プ
ラ
ン
を
物
質
化
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
と
い
う
ボ
ク
ナ
ー
の
試
み
は、

コ
ン
セ
プ

チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
の
先
駆
け
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
が、

そ
こ
に
作
品
を
提
供
し
た

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て、

作
品
の
物
質
化
は
依
然
と
し
て
不
可
欠
で
あ
り
続

け
た。

ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
と
っ
て
も、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
蛍
光
灯
を
展
示
す
る
行
為
は

必
須
の
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
が、

一

方
で
彼
の
作
品
（
及
び
カ
ー
ル
・

ア
ン
ド
レ
の
一

部
の
作

品）
に
お
け
る
作
品
の
脱
物
質
化
の
内
容
や
程
度
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
な
か
で
も
特
異
な

位
置
を
占
め
て
い
た。

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
が
製
作
を
第
三
者
に
委
託
し
た
こ
と
は、

そ

れ
自
体
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
行
為
と
し
て
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
が（
註
11
)、

製
作
さ
れ
た
作
品
が

・ー（ー・---•→.
． ． ．． 

図1

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
完
全
に
残
る
点
で
は、

そ
れ
以
前
の
作
品
と
基
本
的
に
変
わ
り
は
な
か

っ
た。

そ
れ
に
対
し
て
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
の
場
合、

既
製
の
照
明
装
置
が
そ
の
ま
ま
作

品
と
な
る
た
め、

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置
さ
れ
た
蛍
光
灯
が、

展
覧
会
が

終
わ
る
と
同
時
に
普
通
の
日
用
品
に
戻
り、

次
の
展
覧
会
ま
で
作
品
が
プ
ラ
ン
の
形
だ
け
で

維
持
・

保
存
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
起
こ
り
え
た。

ま
た
少
な
く
と
も
ラ
ン
プ
は、

古
く
な

れ
ば
廃
棄
さ
れ、

新
し
い
も
の
と
交
換
さ
れ
る（
註
12
)。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が
六
0
年
代
中
頃
か
ら
作
品
の
素
材
を
市
販
の
蛍
光
灯
だ
け
に
限
定
し、

ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
そ
れ
ら
を
用
い
た
こ
と
は、

世
界
中
に
流
布
し
て
い
る
既

製
の
照
明
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
自
ら
の
作
品
制
作
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
を
意
味
し

た。

こ
れ
に
よ
り、

ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
準
じ
た
蛍
光
灯
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
場
所
で
あ

れ
ば、

世
界
中
ど
こ
で
も
プ
ラ
ン
に
甚
づ
い
て
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る。

実

際
作
家
の
生
前
に
は、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
で
も、

照
明
器
具
を
現
地
調
達
し
て
作
品
が
つ

く
ら
れ
て
い
た。

こ
の
世
界
共
通
の
照
明
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
完
全
な
依
存
は、

あ
る
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
作
品
が
展
覧
会
終
了
と
と
も
に
い
っ
た
ん
消
滅
し
た
場
合
で
も、

別

の
遠
く
は
な
れ
た
時
間
と
場
所
で、

同
じ
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て、

全
く
別
の
蛍
光
灯
を
使
っ

て、

同
一

の
作
品
が
再
現
可
能
な
こ
と
を
保
証
す
る。

展
覧
会
の
時
の
み
物
質
化
さ
れ、

そ

れ
以
外
は
プ
ラ
ン
と
い
う
非
物
質
化
さ
れ
た
状
態
で
作
品
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
原
理
的
に

は
可
能
と
な
る
の
だ。

こ
の
作
品
の
存
在
形
態
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
よ
り
も
む
し
ろ、

六
0

年
代
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ス
ー
ス
0
0
s
e
p
h
Kos
u
th,
 1
9
4
5
-)
の
作
品
の
よ
う
な、

一

部
の
コ

ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
の
作
品
に
近
い
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う（
註
13
)。

作
品
が
プ
ラ
ン
の
状
態
で
保
存
さ
れ、

別
の
場
所
で
別
の
素
材
に
よ
り
再
現
さ
れ
る
た
め

に
は、

蛍
光
灯
と
い
う
普
遍
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り、

そ
の
シ
ス
テ

ム
に
依
存
す
る
こ
と
で、

簡
単
な
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
や
言
語
が
記
載
さ
れ
た
だ
け
の
プ
ラ
ン
に

よ
っ
て、

作
品
の
同
一

性
が
保
障
さ
れ
う
る。

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
作
品
が
容
易
に
言
語

化
・

記
号
化
さ
れ
う
る
こ
と
こ
そ、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
内
包
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・
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ア
ー
ト
ヘ
の
契
機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を、

ト
ー
マ
ス
・

ク
ロ
ウ
も
指
摘
し
て
い
る。

ミ

ニ
マ
ル
な
形
態
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
の
郊
外
住
宅
の
特
徴
を
雑
誌
記
事
形
式、

す
な
わ
ち
言
語

と
写
真
に
よ
っ
て
提
示
し
た
ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム
の
《
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家
(
H
o
m
es
for
 

言e
ユca)
》
(1
9
6
6
|
6
7)
を
例
に
挙
げ、

ク
ロ
ウ
は、

ミ
ニ
マ
ル
な
形
態
が
容
易
に
言
語
化
・

記
号
化
さ
れ
う
る
こ
と、

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
プ
ラ
ン
の
状
態
で
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た。

コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
の
段
階
で
は、

こ
の

言
語
や
記
号
自
体
が
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く。

「
《
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家
》

は、

直
示
的
な
物
質
性
を
示
す
最
も
極
端
な
芸
術
表
現
が、

極
め
て
容
易
に
非
物
質
的
な
言
語
記
号
へ
と
変
質
す
る
こ
と
を
暗
黙
の
う
ち
に
確
認
し
た。

ア
ン
ド
レ
の
レ
ン
ガ
《
イ
ク
イ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
(
Eq
u
i

val
e
nt)
》

が、

一

連
の
指
示
書
な
し

に、

展
覧
会
か
ら
次
の
展
覧
会
ま
で
の
間、

い
っ
た
い
ど
こ
に
存
在
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

か。

こ
の
言
語
の
等
価
物
(
Eq
u
i

val
e
nt)
こ
そ
が、

事
実
上
作
品
と
な
っ
た
の
だ。

あ
る
特

定
の
一

組
の
レ
ン
ガ
の
現
前
と
不
在
は、

問
題
で
は
な
い
の
だ。
」（
註
14
)

こ
こ
で
ア
ン
ド
レ
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
は、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
も
あ
て
は

ま
る。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
場
合、

規
格
化
さ
れ
た
市
販
の
蛍
光
灯
を
サ
イ
ズ

や
色
彩
を
限
定
し
て
使
う
た
め、

ア
ン
ド
レ
以
上
に
容
易
に、

簡
易
な
言
語
記
号
と
図
表
の

み
に
よ
っ
て
作
品
の
形
態
を
指
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る。

そ
の
た
め
作
品
の
物
質
性
が

他
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
以
上
に
後
退
し、

む
し
ろ
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
に
接

近
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う。

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
作
品
の
言
語
化
の
可
能
性
を
暗
示
し
た
と
ク
ロ
ウ
に
評
さ
れ
た
ダ
ン
・

グ

レ
ア
ム
も、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
が
も
つ
非
物
質
的
な
性
質
に
い
ち
は
や
く
着
目
し
て
い

た。

グ
レ
ア
ム
は
一

九
六
七
年
の
時
点
で、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る。

「
配
置
さ
れ
た
モ
ノ
と
し
て
の
蛍
光
灯
は、

周
囲
の
特
殊
な
関
連
物
と
の
あ
い
だ
で、

偶
然

に
依
存
す
る
様
々
な
相
互
関
係
を
結
び
つ
つ、

再
配
置
さ
れ
う
る。

ま
た
蛍
光
灯
は
ソ
ケ
ッ

ト
か
ら
外
し
て
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り、

そ
れ
自
体
有
限
の
存
在
だ。

あ
る
展
覧
会

が
終
わ
れ
ば、

そ
の
構
成
要
素
の
蛍
光
灯
は、

別
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
再
配
置
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
う
る。

そ
し
て
異
な
る
時
間
と
場
所
で、

非
芸
術
的
に
使
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

グ
レ
ア
ム
は、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
を
含
む
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
が、

形
式
的
に
は
構
成
主

義
の
原
理
の
派
生
物
で
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た。

そ
れ
以
上
に
グ
レ
ア
ム
の
関
心
を
強
く

惹
き
つ
け
た
の
は、

展
覧
会
が
終
わ
る
と
蛍
光
灯
が
作
品
で
あ
る
こ
と
を
止
め、

日
用
品
の

領
域
に
戻
り
う
る
こ
と、

す
な
わ
ち
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
で
あ
っ
た。

グ
レ
ア
ム
は、

フ

レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
が
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
で
あ
り
な
が
ら、

ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か

ら
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
移
さ
れ
て
完
結
す
る
マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
そ
れ
と
は

異
な
り、

再
び
ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
戻
さ
れ
る
可
能
性
を
持
つ
点
に
注
目
し
た。

コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
い
う
視
点
に
碁
づ
く
機
能
論
は、
「
脱
物
質
化」

の
問
題
が
陳
腐
化
し
た

後、

コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・
ア
ー
ト
に
属
し
て
い
た
一

部
の
作
家
た
ち
の
関
心
を
惹
い
た
が、

そ
こ
に
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が
与
え
た
示
唆
と
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

次
章
で
は
コ
ン
テ
ク
ス

卜
批
判
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
を
代
表
す
る
作
家
ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム
の
視
点
を
通

し
て、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
に
内
包
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
検
証
し
た

＞
。 い

。
」（
註
15
)
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ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
批
判
と
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
は、

ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
内
外
を
行
き
来
す
る
こ
と

で、

展
示
室
や
そ
の
照
明
の
よ
う
な、

ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
に
あ
る
諸
要
素
の
機
能

に
つ
い
て
考
察
す
る
契
機
と
な
る。

彼
の
作
品
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
な
か
で
は、

最
も
明

瞭
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
を
内
包
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う。

ア
ン
・

ロ
リ
マ
ー
は、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
と
の
関
わ
り
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る。

「
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
中
心
人
物
で
あ
る
ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は、
―
1
0
世
紀
初

期
に
始
ま
る
エ
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
メ
ン
ト
と
一

九
六
八
年
以
後
に
成
立
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
分
水
嶺
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う。

後
者
は、

コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー

ト
の
歴
史
的
枠
組
み
の
な
か
で、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
論
争
し
た。」
（
註
16
)

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は、

作
品
を
展
示
す
る
た
め
の
中
性
な
入
れ
物

と
見
な
さ
れ
て
き
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
の
展
示
室
と
一

体
化
し、

そ
れ
ら
を
作
品
の
一

部
と
し
て
内
包
す
る。

す
な
わ
ち
展
示
場
所
と
展
示
内
容
が
完
全
に
一

体
化
し、

相
互
依
存

の
関
係
に
な
る
と
ロ
リ
マ
ー
は
述
べ
る。

さ
ら
に
作
品
自
体
が
照
明
装
置
の
役
割
も
果
た
す

た
め、

必
然
的
に、

展
示
室
や
照
明
器
具
と
い
う
あ
る
意
味
自
明
の
要
素
の
機
能
や
意
味
に

焦
点
が
あ
て
ら
れ、

ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察
を
促
す
結
果
と
な
る。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
と
強
く
結
び
つ
く
こ
と
を
指
摘
し
た
事

例
は、

す
で
に
六
0
年
代
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た。

「
グ
リ
ー
ン
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
退
出
し
て
か
ら、

ジ
ョ
ン
・

ク
イ
ン
と
私
は、

八
番
街
四

七
丁
目
に
あ
る
カ
フ
エ

テ
リ
ア
を
目
指
し
て
歩
い
て
い
た。

カ
フ
エ

テ
リ
ア
が
近
づ
い
て
き

た
と
き、

通
り
の
向
こ
う
側
に、

セ
ミ
ク
ラ
フ
ト
・

ラ
イ
ト
・

カ
ン
パ
ニ
ー
（
四
七
丁
目
西

三
0
0
番
地）
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
目
に
し
て、

私
た
ち
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た。

蛍
光
灯
や
カ
ラ
ー
蛍
光
灯
を
販
売
す
る
そ
の
店
は、

撤
去
作
業
中
の
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
展
覧

会
そ
っ
く
り
だ
っ
た。

私
た
ち
は
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
よ
く
見
る
た
め
に
通
り
を
渡
っ
た

が、

そ
こ
に
は
注
目
す
べ
き
類
似
点
が
見
ら
れ
た。
一

本
の
白
い
蛍
光
灯
が
壁
に
斜
め
に
立

て
か
け
て
あ
り、

ビ
ン
ク
の
蛍
光
灯
が
部
屋
の
隅
に
立
っ
て
い
た。

極
め
て
簡
素
な
グ
リ
ー

ン
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
と
は
対
照
的
に、

セ
ミ
ク
ラ
フ
ト
社
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
は
電

球
や
蛍
光
灯
で
あ
ふ
れ
て
い
た。

結
局
の
と
こ
ろ、

セ
ミ
ク
ラ
フ
ト
社
の
ス
タ
ッ
フ
は、

リ

チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
に
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
ア
レ
ン
ジ
を
頼
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ

り、

自
身
が
扱
っ
て
い
る
商
品
を
芸
術
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の
だ。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン

の
蛍
光
灯
が
芸
術
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ、

そ
れ

ら
を
芸
術
に
し
て
い
る
唯
一

の
理
由
だ。
」（
註
17
)

こ
の
一

節
に
は、

六
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
も
広
く
普
及
し
て
い
た、

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ

デ
ィ
メ
イ
ド
に
対
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
論
的
解
釈
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る。

便
器
や
自
転

車
の
車
輪
の
よ
う
な
取
る
に
足
ら
な
い
日
用
品
で
も、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
ア
ー
ト
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
芸
術
作
品
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
と
い
う
初
歩
的

な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
論
で
あ
る。

そ
れ
に
対
し
て、
一

九
六
0
年
代
末
か
ら
七
0
年
代
に
か
け

て、
一

部
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
の
作
家
た
ち
は、

ア
ー
ト
や
ア
ー
ト
を
取
り
巻

く
諸
制
度
の
機
能
に
目
を
向
け、

作
品
や
著
作
を
通
じ
て
よ
り
広
い
視
野
か
ら
よ
り
複
雑
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
論
的
分
析
を
お
こ
な
っ
た。

形
式
主
義
の
影
響
が
依
然
と
し
て
強
か
っ
た
こ

の
時
代、

こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
新
し
い
試
み
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
え
た。

そ
し
て

ダ
ニ
エ
ル
・

ビ
ュ

ラ
ン
、

ロ
バ
ー
ト
・

ス
ミ
ッ
ソ
ン
、

ゴ
ー
ド
ン
・

マ
ッ
タ
11
ク
ラ
ー
ク
ら

と
と
も
に、

こ
の
傾
向
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が、

本
章
で
論
じ
る
ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム

で
あ
る。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
本
格
的
に
活
動
を
始
め
る
以
前、

短
期
間
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
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も
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
と
関
わ
っ
た
グ
レ
ア
ム
は、

こ
の
動
向
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け、

ミ
ニ

マ
リ
ズ
ム
が
示
唆
し
た
多
様
な
問
題
を
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
視
点
か
ら
自
ら
の
作
品
に
反

映
さ
せ
て
い
っ
た（
註
18
)。

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ブ
ク
ロ
ー
は、

八
0
年
代
以
降
に
お
け
る
グ
レ

ア
ム
再
評
価
の
起
点
と
も
な
っ
た
論
文
の
な
か
で、

グ
レ
ア
ム
が
明
ら
か
に
し
た
ミ
ニ
マ
リ

ズ
ム
の
限
界
と
問
題
点
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
た。

そ
れ
に
よ
る
と、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の

素
材
概
念
が
伝
統
的
な
構
成
主
義
の
そ
れ
に
近
い
こ
と、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
が
交
換
価

値
を
獲
得
し
て
容
易
に
商
品
化
す
る
こ
と
な
ど
が
ま
ず
問
題
と
さ
れ
た
が、

こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
芸
術
作
品
の
役
割
を
問
う
と

い
う
試
み
を
断
念
し
た
こ
と、

そ
れ
ゆ
え
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
結
び
つ
い
た
使
用
価
値
の
概
念

へ
と
発
展
す
る
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
批
判
で
あ
ろ
う（
註
19
)。

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
は、

金
属、

合
成
樹
脂、

工
業
用
塗
料
な
ど
ハ
イ
・

ア
ー
ト

の
分
野
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
素
材
を
積
極
的
に
使
い
、

さ
ら
に
作
品
製

作
さ
え
第
三
者
に
委
任
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

作
品
と
展
示
空
間
に
対
す
る
視
点
は
依
然

と
し
て
自
己
参
照
的
で
あ
り、

ア
ー
ト
を
社
会
や
経
済
か
ら
自
律
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て

い
た。

そ
れ
に
対
し
て
ポ
ス
ト
・

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
世
代
の
ボ
ク
ナ
ー
は、
《
必
ず
し
も
芸
術

と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
・

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
紙
の
上
の
視
覚
的

な
も
の
》

の
中
に、

作
品
を
製
作
し
た
会
社
か
ら
ジ
ャ
ッ
ド
に
宛
て
ら
れ
た
請
求
書
の
コ
ビ

ー
を
挿
入
す
る
こ
と
で、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
も
消
費
社
会
の
生
産
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
い
る

現
実
を
露
骨
に
示
し
た。

そ
れ
に
よ
り、

自
己
参
照
的
で
あ
る
べ
き
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品

と
社
会
ー
経
済
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
繋
が
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る。

グ
レ
ア
ム

も、

雑
誌
記
事
形
式
の
作
品
《
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家
》

に
お
い
て、

六
0
年
代
中
頃
の
ミ

ニ
マ
リ
ズ
ム
や
初
期
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー
ト
が
好
ん
で
用
い
た
連
続
性
(
S
e
ria
li
ty)

と
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
組
み
合
わ
せ
の
原
理
が、

大
量
生
産
住
宅
を
用
い
た
郊
外
開
発
に

見
ら
れ
る
事
実
を
示
し
た。
（
図
3
)

宅
地
開
発
と
い
う
現
実
の
シ
ス
テ
ム
と
ミ
ニ
マ
リ
ズ

ム
に
由
来
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
シ
ス
テ
ム
と
の
弁
証
法
的
対
比
を
展
開
す
る
こ
と
で、

攀且l
三＝ ー王
狂—

三

呈亘

イ
・

ア
ー
ト
の
枠
内
で
自
律
的
芸
術
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
す
る
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
姿
勢
を

ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
批
判
し
た
の
で
あ
る。

グ
レ
ア
ム
が
《
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家
》

で
提
示

し
た
こ
の
こ
の
規
格
化
さ
れ
た
住
宅
生
産
シ
ス
テ
ム
の
事
例
は、

実
際
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
、

特

に
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
制
作
シ
ス
テ
ム
に
酷
似
し
て
い
る。

問
題
の
宅
地
開
発
で
は、

住

宅
の
モ
デ
ル
と
色
が
そ
れ
ぞ
れ
八
通
り
用
意
さ
れ
て
お
り、

そ
れ
ら
の
限
ら
れ
た
組
み
合
わ

せ
が、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
と
類
似
し
た
連
続
性
の
法
則
に
従
っ
て
宅
地
内
に
整
然
と
配
列
さ
れ

て
い
く。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
も、

原
則
と
し
て
四
つ
の
サ
イ
ズ
と
一

0
の
色
に
限
定

さ
れ、

作
品
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
法
則
に
基
づ
き、

連
続
的
か
つ
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
展

示
空
間
へ
と
配
置
さ
れ
て
い
く（
註
20
)。

確
か
に
こ
の
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
制
作
手
法
は、

グ
レ

ア
ム
が
例
示
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ

ラ
ー
な
宅
地
開
発
の
方
法
論
と
酷
似
し
て
い

る。

む
ろ
ん
こ
の
類
似
は
決
し
て
偶
然
の
産
物
で
は
な
く、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
生
産
シ
ス
テ

ム
が、

後
期
資
本
主
義
社
会
固
有
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
反
映
し
て
お
り、

両
者
が
深
層
で
つ

冠 9
拿

図3
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な
が
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た。

グ
レ
ア
ム
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
も
社
会
ー
経
済
的
コ
ン
テ

ク
ス
ト
と
無
縁
に
は
存
在
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
の
だ
が、

こ
の
認
識
を
裏
付
け
た
の
が

ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
で
あ
っ
た。

グ
レ
ア
ム
は
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
に、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
自
己
参
照
性
を
越
え
た
方
向

性、

す
な
わ
ち
ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
明
確
な
関
係
性
を
見
出
し
た。

グ
レ
ア
ム

は、

六
0
年
代
末
か
ら
七
0
年
代
初
頭
に
も、

自
ら
の
著
作
の
な
か
で
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
つ

い
て
幾
度
か
言
及
し
て
い
る
が、

彼
が
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
を
最
も
分
析
的
に
論
じ
た
の
は、
一

九
七
九
年
の
エ
ッ
セ
イ
「
建
築
に
関
係
す
る
ア
ー
ト
／
ア
ー
ト
に
関
係
す
る
建
築」

に
お
い

て
で
あ
っ
た（
註
21
)。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
冒
頭
に
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
よ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
参
照
方
法
に
対
す
る、

以
下
の
よ
う
な
言
及
が
見
ら
れ
る。

「
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
・

ア
ー
ト
が
周
囲
の
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ル
ド
を
枠
組
み
と
し
て
参
照

し
た
の
に
対
し
て、

ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト
は、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
部
の
キ
ュ
ー
ブ
を、

作
品
が

照
合
さ
れ、

支
持
さ
れ
る
究
極
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
的
枠
組
み
と
し
て
参
照
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る。

こ
の
参
照
は、

コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
る。

作
品
と
建
造
物
は

等
価
で
あ
る
た
め、

リ
テ
ラ
ル
な
作
品
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
起
こ
さ
ず、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

作
品
の
一

部
と
し
て
リ
テ
ラ
ル
に
機
能
す
る。
」（
註
22
)

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
廃
し
た
リ
テ
ラ
ル
な
作
品
が
建
築
物
と
等
価
と
な
る
こ
と
で、

展
示

空
間
を
作
品
の
一

部
と
し
て
取
り
込
ん
だ
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
も、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
ホ
ワ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
的
枠
組
み
と
し
て
参
照
し
た
や
り
方
が、

コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ナ
ル
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
る。

こ
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
な

レ
ベ
ル
に
お
け
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
わ
り
は、

む
ろ
ん
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
も
あ
て
は
ま

る
け
れ
ど
も、
一

方
で
彼
の
作
品
は、

他
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
作
品
と
は
異
な
る
性
質
を
備
え

て
い
た。

そ
れ
は
彼
が
蛍
光
灯
単
体
を
作
品
の
素
材
と
し
て
使
う
に
留
ら
ず、

世
界
中
に
普

遍
的
に
存
在
す
る
電
気
照
明
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
自
ら
の
作
品
制
作
シ
ス
テ
ム
に
包
含
し

た
こ
と
で
あ
る。

「
照
明
シ
ス
テ
ム
の
領
域
内
で、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
固
有
の
照
明
装
置
は
機
能
す
る。

ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
照
明
シ
ス
テ
ム
は、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
備
の
一

部
で
あ
る
と
同
時
に、

世
間
一

般
で
使

用
さ
れ
て
い
る
よ
り
広
範
な
（
ア
ー
ト
と
は
無
関
係
な）
電
気
照
明
シ
ス
テ
ム
の
一

部
で
も
あ

る
と
い
う
こ
と
だ。
「
交
換
可
能
な
標
準
化
さ
れ
た
照
明
シ
ス
テ
ム
、

そ
の
内
部
で
私
の
ア

イ
デ
ィ
ア
は
支
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う」

と
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
述
べ
た。

彼
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
は、
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
外
で）
照
明
が
果
た
す
こ
の
二

重
の
機
能
を
利
用
し
た
だ
け
で
な
く、

取
る
に
足
ら
な
い
室
内
装
飾
と
人
知
れ
ず
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
中
立
性
を
生
み
出
す
機
能
的
な
道
具
と
い
う、

照
明
が
も
つ
二
重
の
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
も
利
用
し
た。
」（
註
23
)

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は、

同
時
代
の
他
の
作
品
の
よ
う
に、

単
に
日
常
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
で
使
用
さ
れ
て
い
る
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
品
の
素
材
と
し
て
使
用
し
た
だ
け
に
留
ら
な
い
。

蛍

光
灯
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
の
照
明
設
備
と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り、

実
際
フ
レ
イ
ヴ
ィ

ン
の
作
品
自
体
も、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
部
で
照
明
と
し
て
の
機
能
も
果
た
す。

そ
し
て
こ
の
事

実
こ
そ、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
に、

ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
外
側
に
あ
る
別
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
媒
介
す
る
可
能
性
を
与
え
る
の
だ。

「
彼
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ス
ペ
ー
ス
で
行
っ
た
照
明
器
具
の
設
置
は、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
上
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
機
能
に、

そ
し
て
社
会
的
に
定
め
ら
れ
た
建
築
に
お
け
る
電
気
照
明
の
使
用
法

に、

そ
の
意
味
を
依
存
し
て
い
る。

電
気
照
明
の
使
用
は、

歴
史
上
の
特
定
の
時
代
と
結
び

つ
く。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は、

現
在
の
電
気
照
明
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き、

彼

の
芸
術
は
機
能
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
た。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
空
間
内
部
や、

隣
接
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し
た
外
部
の
建
築
構
造
物
に
彼
が
行
っ
た
蛍
光
灯
の
配
置
は、

そ
れ
ら
が
規
格
化
さ
れ
た、

交
換
可
能
な
ユ
ニ
ッ
ト
ー
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら、
「
ど
こ
か
の
電
器
店
で

買
う
こ
と
が
で
き
る」
ユ
ニ
ッ
ト
ー
で
あ
る
場
合
に
の
み、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

機
能
す
る。

そ
れ
は
展
覧
会
の
終
了
と
同
時
に、

芸
術
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
止
め
る
の

だ。」（
註
24
)

前
章
で
引
用
し
た一
九
六
七
年
の
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
論
で
は、

作
品
と
し

て
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
移
さ
れ
た
蛍
光
灯
が、

展
覧
会
終
了
と
同
時
に
再
び
日
常
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
戻
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た
が、
一
0
年
後
に
害
か
れ
た
こ

の
文
章
で
は、

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
る
こ
と
で
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
に
永

住
し
た
作
品
で
す
ら、

ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
あ
る、
二
0
世
紀
に
標
準
化
さ
れ
た

電
気
照
明
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
続
け
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る。
LE
D
照
明
が
普
及
し
つ
つ
あ

る
現
在、

蛍
光
灯
シ
ス
テ
ム
の
未
来
は
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
い
が、

将
来
市
場
か
ら

蛍
光
灯
が
姿
を
消
し
た
と
き、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
が
も
つ
意
味
自
体
が
大
き
く
変
質
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
う
る。

グ
レ
ア
ム
に
と
っ
て
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
は、

単
な
る
レ

デ
ィ
メ
イ
ド
や
見
出
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
(
foun
d
ob
ject
)

で
は
な
く、

見
出
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
構
造
な
の
だ。
こ
の
シ
ス
テ
ム
や
構
造
の
媒
介
に
よ
っ
て、

ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
が
作
品
に
取
り
込
ま
れ、

作
品
の
一
部
と
し
て
意
味
を
持
ち
う
る
可
能
性
を、

フ
レ

イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は
示
し
て
い
る
の
だ。

グ
レ
ア
ム
は、
一
九
八
五
年
の
エ
ッ
セ
イ
で、

古

典
的
な
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
と
の
比
較
を
通
し
て、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
が

持
つ
こ
う
し
た
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る。

「
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
が
持
つ
さ
ら
な
る
問
題
は、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
芸
術
と、

歴

史
概
念
に
基
い
た
社
会
的
価
値
と
関
連
す
る
芸
術
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
を
解
消
し
て
し
ま
っ

た
点
に
あ
る。

し
た
が
っ
て
ア
ー
ト
の
条
件
が、

社
会
的
な
も
の
と
し
て
も、

外
的
な
社
会

的
変
化
に
影
響
を
受
け
る
も
の
と
し
て
も、

理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
い。

対
照
的
に
フ
レ
イ

「一
九
六
七
年
六
月
二
七
日
付
の
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
ヘ
の
返
信
か
ら

ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
作
品
は、

単
な
る
「
ア
・
プ
リ
オ
リ」
な
哲
学
的
観
念
化
で
は
な
く、

ギ

ャ
ラ
リ
ー
建
築
設
備
固
有
の
部
分（
意
味
を
生
み
出
す
部
分）
と
具
体
的
に
関
係
し
て
い

る。」（
註
25
)

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は、

蛍
光
灯
と
い
う
社
会
ー
経
済
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
規

定
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
包
含
す
る
こ
と
で、

ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と

の
関
係
を
常
に
保
ち
続
け
る。

そ
れ
に
よ
り
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
に
あ
る
諸
制
度
の

意
味
や
機
能
を
考
察
す
る
契
機
と
も
な
り
う
る
の
だ
が。

彼
の
作
品
の
こ
の
よ
う
な
特
質

は、

グ
レ
ア
ム
自
身
が
目
指
し
た、

機
能
主
義
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
批
判
の
ア
ー
ト
に
大
き

な
示
唆
を
与
え
た（
註
26
)。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ク
ロ
ー
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に、

六
0
年
代

初
頭
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
形
式
主
義
的
思
考
か
ら
距
離
を
と
り、

「
機
能
主
義
的
な」
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
を
提
示
し
た
こ
と
は、
一
九
六
五
年
当
時、

ダ

ン
・
グ
レ
ア
ム
の
作
品
が
視
覚
芸
術
に
も
た
ら
し
た
重
要
な
成
果
と
言
え
よ
う（
註
27
)。

そ
の

形
成
過
程
に
お
い
て、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
が
大
き
な
影
善
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な

＞
。グ

レ
ア
ム
は、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
が、

自
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
発
展
の
な

か
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と
に
何
回
も
強
調
し
て
き
た。

彼

に
と
っ
て
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は、
「
私
の
最
も
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り、

そ
の
作
品
と

著
作
は
私
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く
れ
た。

ま
た
私
の
著
作
を
理
解
し
て
く
れ

た
最
初
の
人
物
で
も
あ
っ
た。」（
註
28
)

け
れ
ど
も
こ
の
言
葉
に
反
し
て、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
自

身
は、

グ
レ
ア
ム
の
著
作
や
作
品
の
革
新
性
を
必
ず
し
も
十
分
に
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た。

実
際、

グ
レ
ア
ム
の
《
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家》
に
対
し
て、

当
時
の
彼
は
次

の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
た。
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隠
喩
的
に
拡
大
使
用
さ
れ
た
シ
リ
ア
ル
な
音
楽
学
的
シ
ス
テ
ム
は、

私
の
蛍
光
灯
の
使
用

法
と
は
異
な
る
と
思
う。

例
え
ば
妻
の
ソ
ン
ジ
ャ
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た。
「
《
ア
メ
リ
カ
の

た
め
の
家
》

の
連
続
体
は、

あ
ら
ゆ
る
組
み
合
わ
せ
に
共
通
し
た、

最
小
単
位
と
し
て
の
ユ

ニ
ッ
ト
の
単
純
な
倍
数
に
よ
り
構
築
さ
れ
る。
」

こ
の
よ
う
な
連
続
体
と
の
あ
い
だ
に
は、

妻
や
私
が
認
識
す
る
限
り、

類
似
点
は
な
い
…
…

…
…
き
み
の
美
し
い
写
真
を
使
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
は、

ア
ン
リ
・

カ
ル
テ
ィ
エ
・

ブ
レ
ッ

ソ
ン
の
明
晰
で
あ
る
が
平
板
で
工
夫
の
な
い
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
を
強
く
思
い
起
こ
さ
せ
る。

き
み
は
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
よ
う
に
人
間
た
ち
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く、

平
凡
で
ヴ
ァ
ナ
キ

ュ

ラ
ー

な
建
築
と
風
景
の
領
域
に
そ
れ
を
あ
て
は
め
た。
」（
註
29
)

こ
の
少
々
的
外
れ
な
感
想
は、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
の
認
識
で
は、

写
真
に
よ
る
現
実

社
会
の
情
報
／
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
フ
ァ
イ
ン
・

ア
ー

ト
の
領
域
外
に
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が、

自
ら
の
作
品
と
グ
レ
ア
ム
の
雑
誌
作
品
の
間
に
あ
る
共

通
項
を
理
解
す
る
に
は、

両
者
は
あ
ま
り
に
「
様
式
的
な」

距
離
が
大
き
す
ぎ
た
の
で
あ
っ

た。

ハ
イ
・

ア
ー

ト
の
枠
内
で
自
律
的
芸
術
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
す
る
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
へ

の
批
判
の
側
面
を
持
つ
《
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家
》

が、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
か
ら
否
定

的
な
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
驚
く
に
値
し
な
い
。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
と
っ
て、

作
品
は
ア
ー

ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
部
で
完
結
す
る、

自
己
参
照
的
で
自
律
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
べ
き
な
の
だ。

し
か
し
な
が
ら
一

方
で、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は、

ア
ー

ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
外
側
に
存
在

し、

社
会
ー
経
済
的
に
規
定
さ
れ
た
照
明
シ
ス
テ
ム
を
自
身
の
作
品
制
作
シ
ス
テ
ム
に
そ
の

ま
ま
包
含
し
て
い
る
事
実
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た。

グ
レ
ア
ム
の
引
用
に
も
あ
る
よ
う

に、
「
交
換
可
能
な
標
準
化
さ
れ
た
照
明
シ
ス
テ
ム
、

そ
の
内
部
で
私
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
支

え
ら
れ
て
い
る」

こ
と、

そ
し
て
「
現
在
の
電
気
照
明
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と

き、

自
ら
の
芸
術
が
機
能
し
な
く
な
る」

こ
と
を
経
験
的
に
認
識
し
て
い
た
の
だ。

こ
の
点

に
お
い
て、

他
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
に
比
べ
れ
ば、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
自
ら
の
作
品
と

ア
ー

ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
自
党
的
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う。

い

ず
れ
に
せ
よ
本
人
が
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の

作
品
が、

ア
ー

ト
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
顕
在
化
さ
せ
る
機
能
を
果
た
す
こ
と、

そ
し

て
一

部
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー

ト
の
作
家
た
ち
が
一

九
六
0
年
代
後
半
以
降
に
行
っ

た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
批
判
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
少
な
か
ら
ず
示
唆
を
与
え、

そ
の
先
駆
的
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
ま
で、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
か
ら
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー

ト
ヘ
の
移
行
期
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
作
家
と
し
て、

ソ
ル
・

ル
ウ
ィ
ッ
ト
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る。

制
作
に
先
立
っ
て、

シ
リ
ア
ル
で
数
学
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

明
確
に
策
定
す
る
ル
ウ
ィ
ッ
ト
の
方
法
論
は、

例
と
し
て
分
か
り
や
す
い
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う。

ま
た
冒
頭
で
挙
げ
た
「
脱
物
質
化」

と
い
う
概
念
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に、

初
期
段

階
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・

ア
ー

ト
解
釈
に
は
様
式
的
／
形
式
主
義
的
影
唇
が
色
濃
く
残
っ

て
い
た
た
め、

そ
の
視
座
か
ら
見
た
場
合、

製
作
に
先
立
っ
て
決
定
さ
れ
た
数
学
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
機
械
的
に
形
象
化
す
る
ル
ウ
ィ
ッ
ト
の
方
法
論
が
例
と
し
て
適
切
だ
っ
た
と
い
う

側
面
も
あ
る
だ
ろ
う。

け
れ
ど
も
本
論
で
論
じ
た
よ
う
に、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
代
表
作
家
の

ひ
と
り
ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は、

脱
形
式
主
義
的
視
点
に
基
づ
く
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・
ア
ー

ト
の
流
れ
と
共
通
す
る
問
題
を
す
で
に
内
包
し
て
い
た。
一

九
八
0
年
代
以
降、

脱
形
式
主
義
の
視
点
に
基
づ
く
六
0
年
代
再
解
釈
の
方
向
性
の
な
か
で、

七
0
年
代
の
時
点

で
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム
、

ゴ
ー

ド
ン
・

マ
ッ
タ
11
ク
ラ
ー

ク、

マ
イ
ケ
ル
・

ア
ッ
シ
ャ
ー

の
よ
う
な
作
家
が
再
評
価
さ
れ
て
き
た
が、

こ
の
流
れ
と
関

連
し
て、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
か
ら
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・
ア
ー

ト
ヘ
の
移
行
期
に
お
い
て
ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も、

再
評
価
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
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苔ne
Ro
ri
mer,
 F
ro
m
 Mini
mal
 O
rigins
 to
 Concep
日a!
O
ュ
四nali
ty,
in:
 A
 Mini
mal
 
Future?
ー

A
ri

g
o
苗ct
1
958,1
968,
 ed.
 
Ann
 Goldstein,
 C
ambridge,
 
Mass.,
 and
 London:
 
The
 M
IT
 Press,

2004,
 p.78.
 

hl
Q
R.
 Lipp
ard
 and
 John
 Chandler,
 
The
 De
mate
ユ
巴ization
o
f
 

Art,
 in:
 A
ri
 Inte
rnational、
12,

no.
2,
 F
eb
rua
ry
 1968̀
p.
3
1.
 

メ
ル・
ボ
ク
ナ
ー
は、

六
0
年
代
後
半、

自
ら
の
作
品
に
お
い
て
脱
物
質
化
の
問
題
を
探
求
す
る
な
か
で、

作
品
の
物
質
性
を
完
全
に
消
し
去
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
至
っ
た。

言
葉
を
用
い
る
に

し
て
も、

何
ら
か
の
物
質
と
し
て
の
媒
体
に
依
存
し
な
く
て
は
な
ら
ず、

そ
の
意
味
で
も
「
脱
物
質
化」

と
い
う
概
念
は
単
純
す
ぎ
る
と
ボ
ク
ナ
ー
は
考
え
た。

Mel
Boc
hner,
 Book
 Re
vie
w:
 S
ix
 Ye
ars:
 
The

De
mate
rialization
 o
f
 the
 
Art
 Ob
ject
 fro
m
 1966
 to
 19
72,
 in:
 A
rtfo
ǹ
m,
 
11,
 no.
10,
 June
 1973,

pp.
74'75.

ま
た
「
ア
ー
ト
の
脱
物
質
化」

批
判
を
行
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て、

他
に
テ
リ
ー
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る。
（
な
お
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
文
章
は、

初
出
時
に
は
At
た

にn
垣a
ge
の
名
で
掲
載
さ
れ
た。）
Te
3r
At
l<lnson,
 Conce
rnin
g
 the
 
Arti
cle"
the
 De
mate
ri
aliza
tion
 

o
f
 

Art"
ìn:
 S
ix
 Yea
rs:
 
The
 De
mate
ria
lization
 of
 the
 A
rl
 Ob
ject
 fi、o
m
]
966
to
 19
7̀2
ed.
 Lucy
R.

Lipp
ard,
 Be
rkeley:
 U
niv.
 o
f
 Cali
fo
rnia
 Press,
 1973,
 pp
.43-44.
 

Hal
 Foster,
 
The
 Retu
rn
 of
 the
 Real,
 Ca
mb
ridge,
 Mass.,
 and
 London:
 MI
T
 P
ress,
 
1996,
 p.
58.
 

ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ス
ー
ス
も
以
下
の
論
文
の
第一一
部
で、
i
m
m
ateriali
ty
ゃ
目6,o
b
ject
の
よ
う
な
形
式
的

概
念
を
使
っ
て、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
が
あ
た
か
も
様
式
で
あ
る
か
の
ご
と
く
論
ず
る
危
険
性

に
つ
い
て
指
摘
し
た。
Joseph
Kosuth,
 
Art
 afte
r
 ph
ilosophy,
 in:
 Studio
 Inte
rnational,
 178,

no.
91
5--917̀
October
 to
 Dece
mber
 1969,
 pp.
134,137̀
160,161,
212,213.

例
え
ば
下
記
文
献
中
の
ロ
バ
ー
ト
・
バ
リ
ー
に
割
か
れ
た
第
五
章
に
は、•'
de
mate
ri
aliza
tion"
と
い
う
表

題
が
付
さ
れ
て
い
る。
Alex
an
der
Albe
rrò
Conceptual
 A
rl
and
 the
 Po
litics
 of
 Pub
lici
ty,
 C
a
mb
コdge,

Mass.,
 
and
 London:
 M
IT
 Press̀
2
全3.

6

Douglas
 Huebler,
 U
ntitled
 S
tate
ments
 (Septe
mber
 and
 Dece
mber
 1968),
 in:
 Ge
rm
an0
Celant,
 

A
rl
 Pove
ra,
 Ne
w
 Yor
k:
 P
raeger,
 1969.
 Rep
rinted
 in:
 
Theo
ries
 and
 Docu
men
ts
 of
 Conte
mpo
ra
ry
 

A
rl,
 eds•
Kristine
 Stiles
 &
 Pe
ter
 Se
l̀z
Berkeley:
 U
niv.
 o
f
 C
alifo
rnia
 Press̀
1996̀
p.
840.
 

7

B
ruce
 Glaser̀
Questions
 to
 Stella
 and
 Judd,
 ed.
 Lucy
 R.
 Lipp
ard,
 in:
 Mini
mal
 A
rl:
 A
 C
ritical
 

Antholo
gy,
 ed.
 Grego
ry
 Ba
ttcock,
 Ne
w
 Yor
k:
 E.
 P.
 Du
tton
 &
 Co.
Ltd,
 
19
68,
 p.16
1.

こ
の
対
談

に
は
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
も
参
加
し
て
い
た
が、

編
集
の
際
に
そ
の
発
言
は
そ
っ
く
り
削
除
さ
れ、

存
在
が
消

さ
れ
て
し
ま
っ
た。

Ros
alind
 
Kr
auss,
 The
 Cul
tu
ral
 Log
ic
 o
f
 

the
 Late
 Capi
talist
 Museu
m,
 in:
 October:
 
The
 Second
 

Decade、
1
986,1
996̀
eds.

Krauss̀

M
ichelson,
 Bois̀
Buchloh,
 Foster,
 Ho
llier,
 Kolbo
ws
ki,

C
巳nb
ridge,
Mass,
 
and
 London:
 M
TI,
Press,
 1997,
 pp
.429
ー430.

こ
の
展
党
会
に
は、

ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド、

カ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ、

ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン、
エ
ヴ
ァ
・

ヘ
ス、

ソ
ル
・
ル
ウ
ィ
ッ
ト、

ジ
ョ
ー
・
ベ
ア、

ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム、
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ン
ゴ
ー
ル
ド、
ロ

バ
ー
ト
・
ス
ミ
ッ
ソ
ン、

ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
ク
ラ
ッ
ケ
ン、

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ン
セ
ン、
ロ
バ
ー
ト
・

モ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た。

，

 

8
 

5
 

4
 

3
 

2
 

1註

一
九
六
六
年
五
月、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ィ
ン
チ
・
カ
レ
ッ
ジ
美
術
館
を
会
場
に、
エ
レ
イ
ン
・
ヴ
ァ
リ

ア
ン
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
か
れ
た
展
覧
会
「
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
視

覚
的
発
展（
とtin
 P
rocess:
 
The
 Visu
al
 Develop
ment
 o
f
 a
 S
truc
ture)」

に
は、

ジ
ャ
ッ
ド、

モ
リ

ス、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン、

ル
ウ
ィ
ッ
ト、

ス
ミ
ッ
ソ
ン
ら
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
主
要
作
家
も
作
品
を
提
供
し
て

い
た。

そ
こ
で
は
作
品
と
と
も
に
モ
デ
ル
や
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
が
展
示
さ
れ、

例
え
ば
ジ
ャ
ッ
ド
の
プ
ロ
グ

レ
ッ
シ
ョ
ン
は、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
も
入
れ
て―――
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
が
出
品
さ
れ
て
い

た。

大
学
の
付
属
美
術
館
で
開
か
れ
た
こ
の
展
覧
会
は、

学
生
た
ち
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
プ
ロ
セ
ス

を
理
解
さ
せ
る
と
い
う
教
育
的
な
目
的
で
企
画
さ
れ
た
が、

期
せ
ず
し
て、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
に
お

け
る
プ
ラ
ン
の
重
要
性
を
強
調
す
る
結
果
と
な
っ
た。

こ
の
展
覧
会
は
当
時
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
あ
ま
り
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
が、

レ
ヴ
ュ
ー
を
書
い
た
数
少
な
い
批
評
家
の
ひ
と
り
が
ボ
ク
ナ
ー
で、

レ
ヴ
ュ
1
本

文
で
は
そ
れ
ほ
ど
言
及
し
て
い
な
い
と
は
い
え、

掲
載
し
た
図
版
五
点
の
う
ち
四
点
が、

プ
ラ
ン
や
ワ
ー

キ
ン
グ
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
写
真
で
あ
っ
た（
下
記
の
文
献
を
参
照）。

そ
し
て
ボ
ク
ナ
ー
は、

そ
の
年
の

―
二
月
に
問
題
の
ワ
ー
キ
ン
グ・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
展
を
開
催
し、

さ
ら
に
翌
年、

ヴ
ァ
リ
ア
ン
と
共
同
で、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
連
続
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
シ
リ
ー
ズ（
とtin
Se
ries)」

展
を
同
じ
フ
ィ
ン
チ
・
カ
レ
ッ
ジ
美
術
館
で
開
催
し
た。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
見
て、

ボ
ク
ナ
ー
の
ワ
ー

キ
ン
グ
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
展
が、
「
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
プ
ロ
セ
ス」

展
か
ら
何
ら
か
の
影
孵
を
受
け
た
可

能

性

は

高

い。

Mel
Bochner,
 
Art
 in
 P
rocess
ーS
truc
tures,
in:
 A
rls
 

Magazine,
 40」
no.
10,

Septe
m
ber,
Oc
to
ber
 1966,
 pp.
38,39.

例
え
ば
マ
ー
ク
・
デ
ィ
・
ス
ベ
ロ
は、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
展
の
際
に
開
か
れ
た
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で、
「
ジ
ャ
ッ
ド
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
い。

な
ぜ
な
ら
作
品
を
作
っ
て
い
な
い

か
ら
だ」

と
発
言
し
物
議
を
か
も
し
た。

詳
細
は
下
記
の
文
献
を
参
照。
J
目1es
Meyer̀
Mini
ma/
is
箋

A
rl
and
 Pole
mi
gin
 the
 S
ixties,
 Ne
w
 Haven:
 Yale
 U
niversi
ty
 Press,
 2001」
p.
172

12

コ
レ
ク
タ
ー
や
美
術
館
に
販
売
さ
れ
た
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は、

原
則
と
し
て、

プ
ラ
ン
を
掲
載
し
た

サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト（
証
明
書）
と
照
明
器
具
本
体（
ソ
ケ
ッ
ト）
の
両
方
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
し
て
認
め
ら
れ
る。

彼
の
作
品
に
は
通
常
複
数
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
が、

作
家
自
身
が
所

有
す
る
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
け
は、

プ
ラ
ン
の
状
態
だ
け
で
保
存、

管
理
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

ま
た

当
然
の
こ
と
な
が
ら、

古
く
な
っ
た
ラ
ン
プ
は
新
し
い
も
の
に
交
換
可
能
で
あ
る。

辞
書
の
定
義
を
使
っ
た
コ
ス
ー
ス
の
作
品
〈
第一
調
査(
Fi
rst
Investiga
tion)
)
で
は、

サ
ー
テ
ィ
フ
ィ

ケ
イ
ト（
証
明
書）
自
体
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
の
価
値
を
持
ち、

展
示
さ
れ
る
作
品
に
は
価
値
が
な
い
と

さ
れ
る。

サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
辞
書
の
断
片
を
撮
影
し、

白
黒
反
転、

拡
大
し
て

焼
き
付
け
た
写
真
プ
リ
ン
ト
が
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
る
が、

所
有
者
が
古
く
な
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
廃
棄

し
て、

新
し
い
プ
リ
ン
ト
を
再
製
作
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る。

例
え
ば
海
外
の
美
術
館
か
ら
作
品
を

借
り
る
場
合
も、
一
―-
O
CID
角
の
写
真
プ
リ
ン
ト
で
は
な
く、

辞
書
を
撮
影
し
た
ネ
ガ
だ
け
を
郵
送
・
プ

リ
ン
ト
し、

展
示
用
の
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
国
内
で
再
製
作
す
る
こ
と
も
可
能
だ。

要
は、

同
じ
辞
書
か

ら
作
ら
れ
た
複
数
の
プ
リ
ン
ト
が、

別
の
場
所
で
同
時
期
に
展
示
さ
れ
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と
作
家
自
身

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る。

ゴ10
mas
C
ro
w,
 
The
 R
葱
ofthe
 S
ixties:
 A
me
rican
 and
 European
 A
rl
 in
 the
 Era
 of
 D
沼ent,
Ne
w

Yor
k:
 H

arry
 N.
 Abr
ams̀
1996,
 p.
156.
 

14 13 11 10 
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D
g
Gr
ah
àm
E
nd
 Mo
men
ts,
 N
e
w
 Y
ork,
 1969,
 p.
15.
 

前
掲
書
ー'
p.
8
1.

David
 Bo
urdo
ǹ
A
ユ"
D
2
Flaviǹ
in:

The
 Village
 
Voicè
N
ove
mber
 24̀
19
64.
 Repr
inted
 in:
 It
 Is
 

What
 It
 Is:
 
W
riti
n
gs
 on
 Da
n
 Flavi
n
 si
nce
 1
964,
 e
ds.
 Paula
 Fel
d
m
an
 and
 
Karsten
 
Sc
hube
rt
 

Lon
don:
 Ridin
g
house,
 2004,
 p.
23.

こ
の
文
章
は、
一

九
六
四
年
に
グ
リ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行

わ
れ
た
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
展
覧
会
の
展
評
と
し
て
書
か
れ
た。

な
お
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
は、

そ
の

グ
リ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
代
表
で
あ
る。

一

九
六
四
年、

グ
レ
ア
ム
が
友
人
と
開
設
し
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は、

六
0
年
代
中

頃
に
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
を
い
ち
は
や
く
紹
介
し
た
画
廊
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る。

こ
の
画
廊
は
ル

ウ
ィ
ッ
ト
の
最
初
の
個
展
を
開
く
な
ど
一

定
の
成
果
を
残
し
た
が、

ス
ミ
ッ
ソ
ン
の
個
展
を
準
備
中
に
資

金
難
に
陥
り、

最
初
の
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
に
は
閉
廊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ら
し
い。

19

Benja
min
 H•
D.
 Buc
hlo
h,
 
Mo
ments
 of
 histo
ry
 
in
 the
 W
ork
 of
 D
an
 G
ra
h
am,
 in:
 Dan
 Graha
m.·
 

Arti
cles,
 
Ei
n
d
ho
ve
n:
 V
an
 Ab
be
m
use
u
m,
 1
978.
 Re
pri
nte
d
 in
 Co
nceptu
al
 A
rt:
 A
 Cri
tical
 

Antholo
gy,

 
e
ds.
 Alexan
der
 Albe
rro
 &
 Blake
 Ati
mso
n,
 Ca
mbri
d
ge,
 Mass.,
 an
d
 
Lo
n
do
n:
 MI
T
 

Press̀
1999,
 p.
380.
 

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
制
作
法
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
が
詳
し
い。

ゴ
菩n
y
Bell,
 Flu
orescent
 

Li
ght
 as
 
Art,
 in:
 Da
n
 Flavi
n.·
A
 Ret
rospective,
 e
xh.
 ca
t.,
 e
ds.
 Mic
hael
 Gova
n
 &
 T
iffa
ny
 Be
ll,

N
e
w
 Haven:
 Y
ale
 U
niversi
ty
 Press,
 2004̀
pp.
109,128.

六
0
年
代
か
ら
七
0
年
代
初
頭
に、

グ
レ
ア
ム
が
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
た
著
述
と
し
て
は、

前
掲
書
15
以
外
に、

以
下
の
も
の
が
あ
る。

D
目
G
ra
h
àm

Fla
vin'
s
P
roposal̀
in:
 A
rts
 
Magazine、

44̀
n04•
F
eb
rua
ry
 1970̀
pp
.44-45.
 

D
an
 G
ra
h
am,
 
Art
 in
 Rela
tion
 to
 
Architecture
 /
 
Arc
hitec
ture
 in
 Rela
tion
 to
 
Art

17̀
no.
6,
 Feb
ru

ary
 1979,
 p.
22.
 

前
掲
書
22,
p.
22.

前
掲
書
22,
p.
22.
 

D
an
 Gr
ah
àm

My
 W
orks
 for
 Ma
g
azine
 Pa
ges:
 A
 Histo
ry
 of
 Co
ncep
tual
 
Art,
 in:
 Dan
 G
raha
m,

e
各.
cat.,
 ed.
 G
ary
 D
ufo
ur,
 Pe
rth:
 
Art
 Galle
ry
 of
 W
este
rn
 Aus
tralia,
 1985.
 Rep
rinted
 in
 Dan

Gaha
m、
Rock

My
 Re
ligion:
 W
ritin
gs
 and
 A
rl
 

Projec
ts
 1
965-1
990,
 ed
 B
ユan
W
a
llis̀
Ca
mb
ユd
ge,

Mass.,
 an
d
 
Lon
don:
 
The
 MI
T
 Press,
 1993,
 p.

姿．

こ
の
エ
ッ
セ
イ
冒
頭
で
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
を
論
じ

た
部
分
は、

前
掲
書
22
に
お
け
る
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
ヘ
の
言
及
部
分
の
後
半
を
修
正
の
う
え
採
録
し
た
も
の

で
あ
る。
（
引
用
部
分
は
そ
の
修
正
部
分
か
ら
の
引
用
と
な
る。）
自
身
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト

に
つ
い
て
論
じ
た
こ
の
エ
ッ
セ
イ
冒
頭
で
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
を
取
り
上
げ
た
こ
と
か
ら
も、

グ
レ
ア
ム
が
フ

レ
イ
ヴ
ィ
ン
を
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
家
と
し
て
だ
け
で
な
く、

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る。

こ
の
よ
う
な
機
能
主
義
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
批
判
の
姿
勢
は、

グ
レ
ア
ム
以
外
に
は、

フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ニ

エ
ル
・
ビ
ュ
ラ
ン
に
と
り
わ
け
明
瞭
に
見
ら
れ
る。
（
以
下
の
文
献
を
参
照。）
Daniel
Buren,
 
The

Fu
nc
tio
n
 of
 the
 M
useu
m,
 in:
A
rtfo
ru
m̀
12̀
no.
l,
 Septe
mber
 1973̀
p.
68.
 

前
掲
書
19,
p.
379.

Dan
 G
ra
ha
m,
 
Le
ga
cies
 of
 Crit
ical
 P
ract
ice
 in
 the
 1980s,
 in:
 D
iscussions
 in
 Conte
mpo
ra
ry

28 27 26 25 24 23 22 21 20 18 17 16 15 

29 

Cu
lt
ut、e,
ed.
 Hal
 Foster,
 Sea
ttle:
 Ba
y
 Press,
 1987,
 p.
88.

二
人
の
交
流
は
古
く、

グ
レ
ア
ム
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
な
る
以
前、

ジ
ョ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
に
ま
で

遡
る。

D
g
Fla
viǹ
So
me
 O
ther
 Co
m
ments
…,
 in:
 A
rtfo
ru
箋
6」
n
o
.4,
Dece
m
ber
 1967,
 p.
2
1.

ゲ
くレ
ア

ム
本
人
の
手
紙
が
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が、

こ
の
一

節
か
ら
推
測
す
る
か
ぎ
り、

グ
レ
ア
ム
は
制

作
当
時
か
ら
す
で
に、
〈
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家〉

と
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
制
作
シ
ス
テ
ム
と
の
類
似
を
意

識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

な
お
こ
こ
で
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
が
「
シ
リ
ア
ル
な
音
楽
学
的
シ
ス
テ
ム」

と
述

べ
た
の
は、

グ
レ
ア
ム
が
〈
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
家〉

で
例
示
し
た
住
宅
の
商
品
名
と
し
て、

ソ
ナ
タ、

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
言
っ
た
音
楽
用
語
が
使
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る。
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Dan Flavin and Conceptual Art 

Hirokazu Mizunuma 

Dan Flavin (1933-96), creator of installations out of fluorescent tubes, is widely known today as one of 

the major M血malist artists. On the other hand, the fact that Flavin took a pioneering role in the emergence of 

Conceptual Art from Minimalism from around the mid 1960s onwards, and ms influence on some of the artists 

involved in the movement at the time, is little known. The purpose of this article is to consider the position and 

function of Flavin's works during the formation of Conceptual Art in New York. Flavin's works give equal cre

dence to visual elements and conceptual elements, but this article will focus on their conceptual elements. 

Flavin's works were particularly closely related to the following two events that occurred during the pro

cess of the creation of Conceptual Art. The first, the trend toward dematerialization of art that occurred during 

the transition period from Minimalism to Conceptual Art, is addressed in the first section of this article. Many 

of the Minimalist artists only created the plans for their works, leaving the actual production of the planned ob

jects to specialists. But since an original, created object still remained from the process, the result was not fun

damentally different from earlier art works. However, a different kind of situation arose in Flavin's case. He 

displayed works that were made up of ordinary fluorescent tubes used as lighting equipment either in or out of 

a gallery setting, with the tubes arranged in the gallery on the basis of ms plan. Once the exrubition was over, 

the function of these tubes ended and they could revert to everyday objects and the works themselves could be 

preserved as plans. To state it conversely, the existence of a universal system used throughout the world known 

as flourescent tubes was essential for the preservation of the works solely in plan form. Thanks to the works' 

dependence on the fluorescent tube system, the works's sameness is maintained and preserved through plans 

and certificates recording simple diagrams or words. In this manner, the state of existence of Flavin's works that 

show trus unique stance vis-a-vis materiality, can be considered closer to some aspects of conceptual art than to 

the majority of M血malist art works. 

The second event was the appearance of Conceptual Art as a context criticism that functionally considers 

the relationsrup between art's context and the context outside of art, as represented by the works and writings of 

Dan Graham (b. 1942), and Daniel Buren(b.1938). The second section of this article considers, in reference to 

Dan Graham's writings, the influence of Dan Flavin's works in the formation of Conceptual Art as context criti

cism. Amidst the self-referential Minimalism that abandoned experiments querying the function of art works in 

social contexts, Flavin's works that took in, as is, the socio-economically regulated fluorescent lighting system, 

demonstrated to the younger generation the potential that reveals the relativity of art context and non-art con

text through the medium of the meaning and function of lighting equipment. Dan Graham can be said to have 

brought important results to the visual arts because he distanced himself from the formalism that was extremely 

influential in early 1960s New York and presented functionalist contextual issues. And undoubtedly Flavin's 

works had an immense influence on the formation process of Graham's works and writings. 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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平
成
ニ
―

年
度

千
葉
市
美
術
館
の
活
動

※
平
成―
―
一

年
九
月
よ
り
平
成
二
二
年
二
月
ま
で 、

美
術
館
施
設
は
工
事
の
た
め
休
室 。

(
-
)

企
画
展
（
五
件）

大•
O

し

＇
『

`
49

し『

Ill
"
i
，3-ム・――

J

_
 

I|
{
[
 

展
覧
会

「大和し美し/II端康成と安田靱彦」展会場

七
・

八
階
展
示
室

二
0
0
九
年
四
月
四
日
（
土）

I
五
月
十
日
（
日）

「
大
和
し
美
し

川
端
康
成
と

安
田
靱
彦」

※
ノ
ー

ベ
ル
文
学
買
作
家
川
端
康
成
と
歴
史
画
を
得
意
と
し
た
日
本
画
家
安
田
靱
彦 。

美
循
コ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
も
知
ら
れ
る
二
人
の
芸
術
家
の
交
流
を
テ
ー

マ
に 、

二
人
の
創
作
の
源
泉
と
な
っ
た
美
術
品
や 、

共
に
敬
慕
し
た
良
寛
の
遺
墨 、

安
田
靱
彦
の
絵
画
な
ど一一
七
四
点
を
展
観 。

（
三
五
日
問
／
入
場
者
八 、

八―――
五
人）

八
階
展
示
室

五
月
十
六
日
（
土）

I
六
月
二
十
一

日
（
日）

「
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

※
ス
イ
ス 、

ベ
ル
ン
に
あ
る
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
・

セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と 、

ク
レ
ー
と
日
本
・

中
国
文

化
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
展
覧
会 。

浮
世
絵
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
初
期
の
素
描
を
は
じ
め 、

ク

レ
ー
自
身
の
作
品
一
0
四
点
と
関
連
す
る
浮
世
絵
版
画
や
資
料
も
展
示 。

(
-
1一
六
日
間
／
入
場
者
八 、
一
七
八
人）

六
月
二
十
三
日
（
火）

ー
七
月
五
日
（
日）

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
『

市・
廊｛
第
四
0
回
記
念
特
別
展』」

(
-
―一
日
間
／
入
場
者一

、

四
八
五
人）

六
月
二
十
七
日
（
土）

—
八
月
九
日
（
日）

八
階
展
示
室

「
瀧
澤
久
仁
子
コ
レ
ク
シ
ョ

ン

祈
り
を
つ
づ
る
染
と

織
—

タ
イ
の
美
し
い
布」

` "'^.,. 

心 5/160-6/2lo
=,..c ・囀云こ玉二＝ニ

手ーて·

了覺け,x ●I● 、レ・"’―· 』 ユ

＝一
チラシ

「パウル・クレ ー 東洋への夢」展会場
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（
二
）

所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
展
（
七
件）

二
0
1

0
年
三
月
六
日
（
土）
—-―-
月
二
十
六
日
（
金）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル、

七
・

八
階
展
示
室、

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
第
四
一

回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会」

※
第
三
九
回
千
葉
市
民
芸
術
祭
の
一

現
と
し
て、

千
葉
市
美
術
協
会
会
員
お
よ
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点

を
七
部
門
に
分
け
て
展
示。

(―

二

日
問
／
入
場
者
一

六、

八
五
三
人）

ク析nをつづるれと織
ィー吋 •9 

記デ —

�-'- . 

し、

([ 

一

九
四
人）

チラシ

※
染
織
家、

故・
瀧
澤
久
仁
子
氏
が
遺
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら、

タ
イ、

中
国、

ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド、

ラ
オ
ス
な
ど
に
分
布
し
て
住
む
タ
イ
族
の
布
一

九
一

点
を
選
び、

タ
イ
民
族
の
精
神
と
美
意
識
を
探
る。

（
四―
一
日
問
／
入
場
者
六‘
―
1
0
一

人）

七
階
展
示
室

二
0
0
九
年
五
月
十
六
日
（
土）
I
六
月
二
十
一

日
（
日）

「
江
戸
浮
世
絵
巻」

※
過
去
に
当
館
で
特
別
展
・

企
画
展
を
開
催
し
た
菱
川
師
宣、

鈴
木
春
信、

鳥
居
清
長、

喜
多
川
歌
麿、

歌
川
広
重、

歌
川
国
芳
を
中
心
に、

千
葉
市
美
術
館
の
誇
る
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
版
画、

版
本、

肉

筆
画
一

六
0
点
に
よ
り、

浮
世
絵
の
流
れ
を
た
ど
る。

（
三
六
日
間
／
入
場
者
七、

「タイの美しい布」展会場

「石井光楓」展会場

七
階
展
示
室

六
月
二
十
七
日
（
士）
I
八
月
九
日
（
日）

「
石
井
光
楓
ー
バ
リ
の
青
春」

※
岩
船
（
現
い
す
み
市）
出
身
の
画
家
石
井
光
楓
は、

パ
リ
の
画
培
で
も
注
目
さ
れ、

数
々
の
サ
ロ
ン
で
活

躍
し
た。

ご
遺
族
よ
り
千
薬
市
に
寄
贈
さ
れ
た
光
楓
作
品
の
中
か
ら、

滞
欧
米
時
代
の
作
品
を
中
心
に
六

一

点
を
展
観
し、

そ
の
画
業
を
振
り
返
る。

（
四
二
日
間
／
入
場
者
五、
―
一

三
人）

「江戸浮世絵巻」展会場
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（
計
一

〇
六
日
問
／
入
場
者

六
月
二
十
七
日
（
土）
—
八
月
九
日
（
日）

七
階
展
示
室

「
こ
ん
な
作
品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」

九
月
十
四
日
（
月）
—
+
月
二
十
一

日
（
水）

「
現
代
日
本
の
彫
刻
ー
木
を
素
材
と
し
た
作
品
を
中
心
に
」

十
月
三
十
一

日
（
土）
ー
ニ
0
-

0
年
一

月
十
七
日
（
日）

「
現
代
日
本
の
彫
刻
ー
金
属
を
素
材
と
し
た
作
品
を
中
心
に
」

※
展
示
室
休
室
期
間
中
に、

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
展
覧
会。

当
館
所
蔵
の
現
代
彫
刻
か
ら、

第
一

部
は
木
を
素
材
と
し
た
大
作
を
中
心
に
八
点、

第一
一
部
は
金
属
を
素
材
と
し
た
大
作
を
中
心
に
八
点

を
出
品。

計一
1

-、
一

八
五
人）

「こんな作品あったよ」展会場

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

※
千
葉
市
内
の
中
学
校
で
行
わ
れ
た
鑑
賞
授
業
の
成
果
を
も
と
に
構
成
す
る
展
覧
会。

各
学
校
か
ら
推
薦

さ
れ
た
当
館
の
所
蔵
作
品
四
四
点
に、

中
学
生
の
言
葉
を
添
え
て
紹
介。

（
四
二
日
間
／
入
場
者
五、
一
―
―
二
人）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

｀とほイト・心淮の姑いた —f-寺
)と9Aても•“9，耐庫;, +ti 
.....,.昂U•“ ’'.22●●9

千●疇a鵬上鴫●●2....

チラシ

「無縁寺心澄の描いた千葉」展会場

十
月
十
四
日
（
水）
—
+
一

月
二
十
二
日
（
日）

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館

「
無
縁
寺
心
澄
の
描
い
た
千
葉
ー
絵
と
写
真
で
見
る
昭
和
前
期
の
千
葉」

※
千
葉
市
赤
井
町
に
生
ま
れ、

千
葉
市
内
の
風
景
を
多
く
水
彩
画
に
残
し
た
無
縁
寺
心
澄
の
作
品
を
中
心

に、

描
か
れ
た
千
葉
と
当
時
の
写
真
資
料
等
を
並
べ
て
展
示。

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
と
の
共
同
企
画。

（一
二
五
日
間
／
入
場
者
三、

七
九
七
人）

「現代日本の彫刻一金属を素材とした作品を中

心に」展会場

39 



※
講
師
等
の
所
属
先
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
も
の
を
記
載。

講
演
会
等
（
五
件）

「
記
念
講
油
会

ぶ
川
端
康
成
・

美
と
伝
統」

二
0
0
九
年
四
月
十
九
日（
日）

―
一

階
講
堂

講
師

畠
川
端
香
男
里
（
財
団
法
人
川
端
康
成
記
念
會
理
事
長）

「
監
修
者
に
よ
る
記
念
講
演
会
�
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

五
月
十
七
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
八
六
人）

講
師
こ

奥
田
修
（
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
・
セ
ン
タ
ー
研
究
員）

「サトウ画廊コレクション」展会場

（
参
加
者一
――一
七
人）

十
二
月
十
五
日（
火）
—
+
二
月
二
十
六
日（
土）

「
サ
ト
ウ
画
廊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
現
代
版
画
の
魅
力」

※
銀
座
で
一

九
五
五
年
か
ら
八
一

年
に
か
け
て
「
サ
ト
ウ
画
廊」

を
経
営
し
た
佐
藤
友
太
郎
氏
寄
贈
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら、

版
画
作
品
を
中
心
に
六
七
点
を
出
品。

（―
-
日
間
／
入
場
者一
六
九
人）

千
葉
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ

六
月
二
十
日（
土）

第
二
回

「
画
家
と
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン」

市
民
美
術
講
座
・

学
芸
員
出
前
講
座
等

五
月
三
十
一

日（
日）

―
一

階
講
堂

講
師
�

前
田
富
士
男
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授）

「
石
井
光
楓
の
生
涯
と
そ
の
画
業」

七
月
十
一

日（
土）

―
一

階
講
堂

講
師
こ

大
久
保
守
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

海
の
博
物
館
研
究
員）

「
記
念
講
演
会

こ
ツ
イ
の
衣
服
と
布
に
み
る
民
族
の
心
そ
し
て
生
活」

七
月
十
二
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
八―
二
人）

講
師

基口
村
紅
花
（
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
学
芸
員）

（
一
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
理
解
の
た
め
の
市
民
美
術
講
座
（
五
回）

第
一

回
―
1
0
0
九
年
四
月
二
十
五
日（
土）

「
川
端
康
成
と
安
田
靱
彦

二
人
の
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン」

講
師

る
栗
科
英
也
（
当
館
学
芸
係
長）

第
三
回

五
月
二
日（
土）

「
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
と
色
彩」

―
一

階
講
堂

（
参
加
者一
五一
1一
人）

―
一

階
講
堂

講
師

ぶ
松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
七
九
人）

（
参
加
者一
―
一
人）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
六
八
人）

（
参
加
者
六――一
人）
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七
月
1

一
十
五
日
（
土）

―
一

階
講
堂

「
若
き
画
家
た
ち
の
挑
戦
ー

石
井
光
楓
と
そ
の
時
代」

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

八
月
八
日
（
土）

十
一

月
一

日
（
日）

那
賀
川
町
馬
頭
広
重
美
術
館

「
浮
世
絵
美
人
画
に
見
る
流
行
の
風
俗」

講
師

品
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

十
一

月
九
日
（
月）

（
二
）

学
芸
員
出
前
講
座
等
（
六
件
九
回）

第
五
回

「
房
総
の
芸
術
家
た
ち」

第
四
回

「
『

北
斎
漫
画』
の
魅
力」

キ
ッ
コ
ー

マ
ン
国
際
食
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（
参
加
者
二
四
七
人）

計
四
一
六
人）

一

階
講
堂

講
師

3
菜
科
英
也
（
当
館
学
芸
係
長）

（
参
加
者
五
0
人）

（
参
加
者
五
一
人）

二
0
0
九
年
五
月
八
日
（
金）

天
台
宗
南
総
教
区
宗
務
所

「
日
本
の
美
術
を
学
ぶ
」
（
寺
庭
婦
人
会
第
一

回
研
修
会）

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

（
参
加
者
四
一
人）

九
月
八
日
（
火）

、

十
五
日
（
火）

、

二
十
九
日
（
火）

、

十
月
六
日
（
火）

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
計
四
回
／
参
加
者

「
浮
世
絵
に
親
し
む」
（
千
葉
市
民
文
化
大
学）

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

（
参
加
者
四
八
人）

講
師
�

小
林
忠
（
当
館
館
長）

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー

ズ
加」

「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
浮
世
絵
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
が
語
る
『

江
戸
の
食
文
化』」

講
師
�

田
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

十
一

月
一

九
日
（
木）

椿
森
公
民
館

「
世
界
に
誇
る
浮
世
絵
の
美」

講
師

ぶ
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

（
参
加
者――――一
人）

（
参
加
者―――
五
人）

二
0
1

0
年
二
月
六
日
（
土）

稲
毛
図
書
館

「
浮
世
絵
残
照
ー

明
治
時
代
木
版
画
の
名
品」
（
稲
毛
図
書
館
美
術
講
座）

講
師

ぶ
松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
員）

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

等
（
五
件
一

0
回）

※
講
師
等
の
所
属
先
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
も
の
を
記
載 。

「
映
画
上
映
会

益
宰
画
よ
み
が
え
る
I

法
隆
寺
金
堂
壁
画
再
現
の
記
録」

二
0
0
九
年
四
月
二
十
六
日
(

H
)

、

五
月
三
日
（
日）

―
一

階
講
堂

（一

旦一
回
実
施
／
計
四
回
／
参
加
者

計
二
六
0
人）

（
参
加
者――――一
人）

六
月
十
三
日
（
土）

―
一

階
講
堂

※
ス
ク
ラ
ッ
チ
技
法
を
使
っ
て 、

様
々
な
線
の
表
情
を
楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
つ
く
る 。

小
学
校
低
学
年

の
子
供
と
そ
の
保
護
者
が
対
象 。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

ぶ
土
き
て
い
る
線 、

魔
法
の
線」

四
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「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

こ
グ
イ
・

カ
ー
ビ
ン
グ」 「生きている線、 魔法の線」

七
月
三
十
日
（
木）
、

三
十
一

日
（
金）
、

八
月
一

日
（
土）

（
計
三
回
／
参
加
者

計
四―一
人）

七
階
展
示
室

※
子
供
だ
け
で
の
来
館
と
鑑
買
を
サ
ポ
ー
ト。

小
グ
ル
ー
プ
を
組
み、

リ
ー
ダ
ー
の
案
内
で
「
こ
ん
な
作

品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」

の
会
場
を
ま
わ
る。

八
月
一

日
（
土）

（
計
三
回
実
施
／
参
加
者

―
一

階
講
堂

講
師
�

中
村
富
士
男
（
タ
イ
教
育
・

文
化
セ
ン
タ
ー
講
師）

※
タ
イ
・

カ
ー
ビ
ン
グ
の
技
法
を
使
っ
て、

石
鹸
か
ら
蝶
の
形
を
彫
り
出
す。

「
友
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー

ニ
房
総
・

館
山
の
寺
社
を
巡
る」

十
一

月
二
十
五
日
（
水）

（
参
加
者
三
九
人）

講
師
こ

濱
名
徳
順
（
宝
衆
寺
住
職）

※
当
館
友
の
会
会
員
向
け
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー。

計
二
七
人）

「中学生のためのギャラリ ー クル ー ズ'09」

コ
ン
サ
ー
ト
（
一

件）

「
テ
ィ
テ
ィ
ポ
ン
・

カ
ン
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ー
メ
コ
ン
の
精
霊」

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

二
0
0
九
年
七
月
十
七
日
（
金）
、

十
八
日
（
土）

（
計―一
回
／
参
加
者

計一

九
九
人）

（
タ
イ
音
楽
演
奏
家）

「
大
和
し
美
し

111
端
康
成
と
安
田
靱
彦」

「
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

二
回

「
江
戸
浮
世
絵
巻」

二
回

「
瀧
澤
久
仁
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

祈
り
を
つ
づ
る
染
と
織
ー
タ
イ
の
美
し
い
布」

「
こ
ん
な
作
品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」

六

二
回

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
八
回）

一

回

出
演

こ
ア
イ
テ
ィ
ポ
ン
・

カ
ン
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ン

五

一

回
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※
千
葉
市
中
学
校
教
育
課
程
説
明
会
内
に
て
実
施

③
教
職
員
の
団
体
鑑
賞
（
研
修、

研
究
会
に
よ
る
利
用）

学
校
と
の
連
携
事
業

(-
)

学
校
団
体
の
受
け
入
れ

三
件
四
五
人

④
教
職
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

五
八
人

六
校
一
四
五
人

①
「
小
中
学
生
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」

※
遠
隔
校
等
の
来
館
に
対
応
す
る
た
め、
美
術
館
が
無
料
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
鑑
買
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供。

「
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

四
校
三
0
0
人

「
瀧
澤
久
仁
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

祈
り
を
つ
づ
る
染
と
織
ー
タ
イ
の
美
し
い
布」

三
校
一
三
二
人

「
こ
ん
な
作
品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」

合
計
八
校
四
八
八
人

②
児
童
•
生
徒
の
団
体
鑑
賞

「
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

一
校
三
一
九
人

「
こ
ん
な
作
品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」

合
計
七
校
四
六
四
人

一
校
五
六
人

①
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
ご一
0
0
九
年
八
月
二
日（
日）

講
師：
ナ
ガ
タ
タ
ケ
シ（
ト
ー
チ
カ）

「

PI

KAPI
KA
in
 C
H
IB
A
 

八
(-―)
「
職
場
体
験」
学
習

七
校
―1
0
人

(-―-)
「
千
葉
市
図
エ
・
美
術
科
担
当
等
教
職
貝
鑑
賞一
日
研
修」

二
0
0
九
年
＋
月
九
日（
金）

（
四）

千
葉
市
教
育
研
究
会
中
学
校
造
形
部
会

美
術
館
連
携
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

※
所
蔵
作
品
展「
こ
ん
な
作
品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」
の
開
催。

（
五）
「
千
葉
大
学
『
展
示
を
つ
く
る
A』『
博
物
館
実
習
B』
企
画
展
示
祈
る
色
—
さ
し
の
べ
ら
れ
た

も
の」

二
0
0
九
年
七
月
十
五
日（
水）
—
+
九
日（
日）

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム （

参
加
者
ニ―
人）

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（

参
加
者二
0
人）

※
千
葉
大
学
や
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
W
iC
AN)」
を
実
施。
そ
の
う
ち
千
葉
市
美
術
館
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
み
を
記
載。
詳
細
は
報
告
書

を
参
照。

（
五
日
間
／
入
場
者
三
六
五
人）

T
O
C
H
KAx
Wi
C
ANx
Y
O
U」
（
ト
ー
チ
カ
・
美
術
家）

―
一
階
講
堂
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「一般向けワ ー クショップ」

（
参
加
者
四
二
人）

※
近
隣
小
学
生
向
け
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑥
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ビ
カ
ピ
カ
女
ク
ラ
ブ
＼
親
子
で
対
決
光
の
ア
ニ
メ
S」

―
一
階
講
堂

二
01
0
年
三
月
六
日（
土）

※
Wi
C

AN
2
0
0
9

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
展
示
も
同
時
開
催

（
参
加
者
二
0
人）

「ピカピカ女クラブ」

（
参
加
者
二
四
人）

②
一
般
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
芸ハ
月
九
日（
日）

―
一
階
講
堂

③
撮
影
芦ハ
月
九
日（
日）、

十
九
日（
水）、
二
十
六
日（
木）、

十
月
十
二
日（
月）

さ
や
堂
ホ
ー
ル
他

④
作
品
上
映
二
W
i

C
AN2009
イ
ベ
ン
ト
期
間
「
W
in
ter
Weekends
 w
i
th
 W
i

C
AN
 (
十一

月
二
十
七
日（
金）
—
+
二
月
二
十
三
日（
水））」
よ
り一
月
十
七
日（
日）
ま
で

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
奥

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�
「
ピ
カ
ピ
カ
＊
ク
ラ
ブ」

十一
月
三
十
日（
月）、

十
二
月
二
日（
水）、

四
日（
金）、

九
日（
水）、

十一
日（
金）、

十
四

日（
月）、

十
六
日（
水）、

十
八
日（
金）、
二
十一
日（
月）

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
奥

合
計
一
五
校
六
七
人

（一
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

※
会
期
中
毎
水
曜
日
に
行
う
定
例
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
加
え、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行
う
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
不
定
期
に
実
施。

自
主
二
四
回

自
主一
0
回

「
大
和
し
美
し
川
端
康
成
と
安
田
靱
彦」

「
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

定
例―
二
回

「
江
戸
浮
世
絵
巻」

自
主
三
回

「
瀧
澤
久
仁
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

祈
り
を
つ
づ
る
染
と
織
ー
タ
イ
の
美
し
い
布」

定
例
五
回

自
主
七
回

「
現
代
日
本
の
彫
刻
ー
木
を
素
材
と
し
た
作
品
を
中
心
に」

自
主一
0
回

「
無
縁
寺
心
澄
ー
絵
と
写
真
で
見
る
戦
前
の
千
葉」

定
例
六
回

「
現
代
日
本
の
彫
刻
ー
金
属
を
素
材
と
し
た
作
品
を
中
心
に」

合
計

定
例一
八
回

自
主
六
三
回

(-―)

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー

※
「
小
中
学
生
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」（
七
ー(-
)
①）
等
へ
の
協
力
活
動。
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
を
行
う。
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
録。

「
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」

五
校
三
三
人

「
瀧
澤
久
仁
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

祈
り
を
つ
づ
る
染
と
織
ー
タ
イ
の
美
し
い
布」

三
校
一
六
人

「
こ
ん
な
作
品
あ
っ
た
よ
ー
中
学
生
が
選
ぶ
所
蔵
作
品
展」

九

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※
今
年
度
は
二
八
人
が
活
動
を
継
続。

定
例
四
回

七
校
一
八
人

自
主
五
回

自
主
四
回
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（
参
加
者一
六
六
人）

「木版画教室夏の思い出」

「
木
版
画
年
賀
状
を
作
ろ
う」

十
一

月
八
日（
日）、

十
五
日（
日）

フ
ル
カ
ワ
刃
物
店
二
階

（
三）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
運
営
補
助

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ふ土
き
て
い
る
線、

魔
法
の
線」

の
サ
ポ
ー
ト

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
⑱」

の
サ
ポ
ー
ト

（
四）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
企
画
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
（
三
件
四
回）

（―-
回
連
続
／
参
加
者一
九
人）

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
計一
三
人）

「
多
色
摺
り
木
版
画
教
室
＂

夏
の
思
い
出
（
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室）
」

（
主
催
こ

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー）

二
0
0
九
年
九
月
十
九
日（
土）

（
計
七
人）

（
参
加
者一
四――一
人）

「
和
ア
ー
ト
ひ
ろ
ば
る

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
多
色
摺
り
木
版
画
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
ま

な
び
フ
ェ
ス
タ）
」
（
主
催
こ

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー）

十
二
月
六
日（
日）

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

会

バウル ・ クレ ー

束；fへの夢

・ツ ｀卜
大
和
し
美
し

川

(
1
 

1)

展
党
会
図
録
（
三
冊）

．

．

．

 

『
大
和
し
美
し

川
端
康
成
と
安
田
較
彦』

監
修

芦
川
端
香
男
里
／
安
田
建
一

千
葉
市
美
術
館

発
行
；

求
龍
堂

＋

出
版
活
動

編
集

了
水
原
園
博
／
M
I
H
O

M
U
S
E
U
M
/

『
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢』

編
集
二

千
葉
市
美
術
館
／
静
岡
県
立
美
術
館
／
横
須
賀
美
術
館
／
日
本
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー
協

発
行

芯
口
本
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー
協
会
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訪
問
者
総
数

閲
覧
ペ
ー

ジ
総
数

（
一
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三
0
三、
―

ニ
―

八
九
五、

七
八
六

＋ 
『
瀧
澤
久
仁
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

祈
り
を
つ
づ
る
染
と
織
—
タ
イ
の
美
し
い
布』

編
集
こ

千
葉
市
美
術
館
／
マ
ン
ゴ
ス
テ
ィ
ン

発
行
�

マ
ン
ゴ
ス
テ
ィ
ン

（
二
）

展
覧
会
の
作
品
目
録
・

鑑
賞
補
助
の
た
め
の
小
冊
子

※
企
画
展
・

所
蔵
作
品
展
ご
と
に、

作
品
目
録
ま
た
は
解
説
付
き
小
冊
子
を
発
行。

（
三）

定
期
刊
行
物

①

美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『
C
ゴ』

第
五
O
I
五
三
号
（
四
回
発
行）

②

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要『
採
蓮』

第
一

三
号

③

千
葉
ア
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ニ
0
0
九
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

「
無
縁
寺
心
澄
・

三
宅
策
郎
関
連
資
料」

（
齋
藤
琴
代
氏
寄
贈）

一

六
件

(
1

1

0

1

0

年
三
月
三
十
一

日
ま
で）

(
1

-

)

携
帯
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

一

八、

四
三―――

閲
覧
ペ
ー

ジ
総
数

(―
1

0

0

九
年
八
月
一

日
よ
り―
1

0

1

0

年
三
月
三
十
一

日
ま
で）

作
品
の
収
集

（
一
）

寄
贈

高
森
砕
巌
《
怪
石
詩
画》、

無
款
《
白
衣
観
音
・

琴
棋
書
画
図
》、

餡
沢
探
龍
《
二
見
浦
・

春
日
・

住
吉
大
社
図
》、

狩
野
時
信
《
松
に
鶴
図
》、

鏑
木
雲
灌
《
春
景
山
水
図
》、

池
田
継
政
《
源
頼
朝
像
》、

岡
田
閑
林
《
鶏
図
》、

春
木
南
漠
《
月
夜
水
辺
図
》、

伝
渡
辺
畢
山
《
第
二
尊
者
迦
諾
迦
伐

粉
本》、

筆
者
未
詳
《
二
十
四
孝
図
》、

木
島
桜
谷
《
ひ
よ
こ
図
》、

五
月
《
美
人
図
》、

闇
華
《
美
人
図
》、
「
百
人
一

首
歌
留
多」、
「
（
櫛
管）
」

（
以
上、

楠
原
辰
次
郎
氏
寄
贈）
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十
四

所
蔵
作
品
の
貸
出、

特
別
利
用
等

石
井
光
楓
《
米
国
・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
初
夏》

他

（
三）

写
真
撮
影

英
一

蝶
《
張
果
老
•

松
鶯
・

柳
鳥》

他

(
-
)

作
品
の
貸
出
（
二
六
件
四
0
0
点）

※
平
成――
一
年
度
開
催
展
に
つ
い
て
記
載

（
二
）

所
蔵
作
品
の
マ
ッ
ト
装

(
-
)

修
復
（
一

件）

河
口
龍
夫
《
陸
と
海
》

+- 酒
井
抱

（
二
）

寄
託《

花
籠
因
》

他

所
蔵
作
品
の
修
復
・

保
存
等

フ
レ
ー
ム
の
交
換

計
六
五
件

計
五
ニ
カ
ッ
ト

計
九
0
点

①
「

江
戸
時
代
尾
張
の
絵
画

巨
匠

中
林
竹
洞」
（
名
古
屋
城、
―
-
0
0
九
年
四
—
五
月）

中
林
竹
洞
《
山
水
図
襖》

一

点

②
「

躍
動
す
る
魂
の
き
ら
め
き
1

日
本
の
表
現
主
義」

（
栃
木
県
立
美
術
館

他、

四
月
ー
ニ
0
1

0
年
一

月）

藤
島
武
二
『
明
星』

巳
歳
第
一

号
表
紙

他

一

五
点

③
「

特
集
陳
列

平
成
二
十
一

年
新
指
定
国
宝
・

重
要
文
化
財」

（
東
京
国
立
博
物
館、

四
月
ー
五
月）

岩
佐
又
兵
衛
《
弄
玉
仙
図
》

一

点
（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
寄
託）

④
「

美
連
協
25
周
年
記
念

日
本
の
美
術
館
名
品
展」
（
東
京
都
美
術
館、

四
月
ー
七
月）

恩
地
孝
四
郎
《
『
氷
島』

の
著
者

萩
原
朔
太
郎
像
》

一

点

⑤
「

白
髪
一

雄
展」
（
尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

他、

五
月
1―
I
O
I

0
年――一
月）

白
髪
一

雄
《
天
英
星
小
李
廣》

他

二
点

⑥
「

三
人――一
様
展

勅
使
河
原
蒼
風
・

士
門
拳
・

亀
倉
雄
策」

（
土
門
拳
記
念
館、

六
月
1
八
月）

勅
使
河
原
蒼
風
《
半
神
半
獣
》

他

四
点
（
財
団
法
人
草
月
会
寄
託）

⑦
「

画
家
の
眼
差
し、

レ
ン
ズ
の
眼
ー
近
代
日
本
の
写
真
と
絵
画」

（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
葉
山、

六
月
1
八
月）

恩
地
孝
四
郎
《
失
題
》

一

点

⑧
「

4
つ
の
物
語

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
日
本
近
代
美
術」

（
川
村
記
念
美
術
館、

六
月
ー
九
月）

比
田
井
南
谷
《
作
品
1
（
電
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン）
》

他

八
点

⑨
「

道
教
の
美
術」
（
三
井
記
念
美
術
館

他、

七
月
1―
1
0
1

0
年
三
月）

酒
井
抱
一

《
老
子
図
》

他

二
点

⑩
「

パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー

東
洋
へ
の
夢」
（
静
岡
県
立
美
術
館

他、

七
月
—
十
月）

歌
川
豊
国（
三
代）
《
五
代
目
市
川
団
十
郎
の
景
消
》

他

七
点
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⑪
「
フ
ラ
ン
ス
の
浮
世
絵
師
ー
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル」

（
石
川
県
立
美
術
館
他、

七
月
—―
二
月）

川
瀬
巴
水
《
塩
原
お
か
ね
路》
他

ニ
―
点

⑫
「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
動
物
た
ち
展」
「
江
戸
の
M
O
D
E
I
浮
世
絵
美
人
の
総
合
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド」
「
浮
世
絵
師
と
狂
歌
仲
間
た
ち
展」

（
那
珂
川
町
馬
頭
広
重
美
術
館、

八
月
ー
ニ
01
0
年
二
月）

《
犬
を
連
れ
た
禿》（
無
款）

他

一
六
二
点
（
寄
託
作
品
三
八
点
を
含
む）

⑬
「
若
沖
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド」
（
M
IH
O
M
US
E
U
M、

九
月
ー
十
二
月）

伊
藤
若
沖
《
魏
鵡
図》
他

五
点
（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む）

⑭
「一
蝶
リ
タ
ー
ン
ズ」
（
板
橋
区
立
美
術
館、

九
月
1
十
月）

英一
蝶
《
立
美
人
図》
他

三
点
（
寄
託
作
品一
点
を
含
む）

⑮
「
多
摩
川
で
／
多
摩
川
か
ら、

ア
ー
ト
す
る」
（
府
中
市
美
術
館、

九
月
1
十一
月）

立
石
紘一
《
汝、

多
く
の
他
者
た
ち》
他
――
点

⑯
「
よ
み
が
え
る
浮
世
絵
ー
う
る
わ
し
き
大
正
新
版
画」

（
江
戸
東
京
博
物
館、

九
月
1
十一
月）

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ー
ス
《
青
と
白》
他

⑰
「
静
寂
と
色
彩
ー
月
光
の
ア
ン
フ
ラ
マ
ン
ス」

（
川
村
記
念
美
術
館、

十
月
1―1
01
0
年一
月）

川
瀬
巴
水
《『
旅
み
や
げ
第一
集』
よ
り
陸
奥
三
島
川》
他

⑱
「
近
代
の
東
ア
ジ
ア
イ
メ
ー
ジ
ー
日
本
近
代
美
術
は
ど
う
ア
ジ
ア
を
描
い
て
き
た
か」

（
豊
田
市
美
術
館、

十
月
ー
十
二
月）

恩
地
孝
四
郎
《
白
亜（
蘇
州
所
見）
》
他

三
点

⑲
「
M
O
T
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

特
集
展
示
ー
岡
崎
乾
二
郎」
「
ク
ロ
ニ
ク
ル1945,
1951,
 1959

ー
戦
後
日
本
美
術
を
見
直
す」

（
東
京
都
現
代
美
術
館、

十
月
—
二
01
0
年
四
月）

九
点

―
―
点

喜
多
川
歌
麿
《
潮
干
の
つ
と

潮
干
狩》
他

(-―)

写
真
の
貸
出、

撮
影
等
（
所
蔵
作
品
の
特
別
利
用）

岡
崎
乾
二
郎
《
Blue
Slope》
他

⑳
「
清
方
／
吝yoka
ta
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
ー
名
品
で
た
ど
る
鏑
木
清
方
の
美
の
世
界」

（
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館、

十一
月
ー
ニ
01
0
年一
月）

鏑
木
清
方
《
薫
風》
他

五
点

⑳
「
い
け
ば
な
ー
歴
史
を
彩
る
日
本
の
美」

（
江
戸
東
京
博
物
館、

十一
月
ー
ニ
01
0
年一
月）

《
生
花
図
屏
風》

一
点
（
財
団
法
人
草
月
会
寄
託）

⑫
「
江
戸
の
粋
・
明
治
の
技
柴
田
是
真
の
漆
x
絵」

（
三
井
記
念
美
術
館、

十
二
月
1
二
01
0
年一一
月）

柴
田
是
真
《
貝
図》

⑳
「Jap
an,
Po
wer
 and
 Splendour」
（
ミ
ラ
ノ
市、

十
二
月
1―I
OI
0
年――一
月）

雲
谷
等
益
《
山
水
図》
他

―
―
点

⑳
「
浮
世
絵
玉
手
箱
ー
浮
世
絵
美
人
画
の
一
九
世
紀」

（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館、

十
二
月
1
二
01
0
年
三
月）

歌
川
国
貞（
初
代）
《
江
戸
自
慢
両
国
夕
涼》
他
一
二
八
点

⑮
「
A
*
M
US
E
*
U
乏
D
*
T
O
M
O
RR
O
W
20
10
 
ARC

HAI
C
 F
AN
T
AS
Y
土
X
炎
11
?

＼
古
代
を
夢
見
る
や
き
も
の
ア
ー

ト
S」

（
北
海
道
立
近
代
美
術
館、

十
二
月
ー
ニ
01
0
年
二
月）

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
《
か
ぶ
と》
他

二
点
（
財
団
法
人
草
月
会
寄
託）

⑳
「
江
戸
の
絵
本
と
歌
仙
絵」
（
国
文
学
研
究
資
料
館、
二
01
0
年一
月
—
二
月）

中
村
松
花
堂
『
松
花
堂
画
帖』
他

一
点

――一
三
点

五一
点

計
八
五
件
一
五
八
点
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一

三
七
日
（
二
〇
団
体、
一
―
‘

六
四
二
人
）

講
堂

四
一

日
（
一

般―
1
0
日、

市
関
係
七
日、

美
術
館
一

四
日
）

講
座
室

一

0
三
日
（
一

般
一

0
三
日
）

さ
や
堂
ホ
ー
ル

十
八

施
設
の
利
用
（
利
用
日
数
）

公
開
日
数

利
用
人
数

七
三
日
（
一

般
二
二
日、

市
関
係
二
八
日、

美
術
館
二
三
日
）

一

六
九
日

一
、

0
六
三
人

十
七

図
書
室
の
運
営

二
0
0
九
年
七
月
二
十
七
日
1――-
+
―

日

計
一

八
大
学
一

九
人

十
六

会
員

博
物
館
実
習

六
五
二
人
(1
1
0
1

0
年
三
月一
二
十
一

日
現
在
）

十
五

友
の
会

二
0
1

0
年
一

月
十
三
日
（
水
）

I
二
十
四
日
(

B
)

「はないばら」展会場

「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
科
目
『
展
示
を
つ
く
る
B
』
『
博
物
館
実
習
B
』
企
画
展
示

は
な
い
ば
ら
ー
秘
め
ら

れ
た
美
へ
」

※
千
葉
大
学
の
授
業「
展
示
を
つ
く
る
B」
「
博
物
館
実
習
B」
の
な
か
で、

学
生
参
加
に
よ
り
企
画
さ
れ
た

展
覧
会。

本
年
は、

花
の
美
し
さ
と
そ
の
裏
に
潜
む
毒
を
テ
ー
マ
に、

若
手
・
中
堅
の
現
代
作
家
の
作
品

を
展
示。

在
知、

押
江
千
衣
子、

荒
神
明
香、

坂
田
峰
夫、

須
田
悦
弘、

橋
本
ト
モ
コ、

丸
山
純
子
が
参

加。

展
覧
会
終
了
後
に
記
録
集
を
発
行。

（―
-
日
間
／
入
場
者
四
七
四
人）

（
一
）

特
別
企
画
展

十
九

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

い
な
げ
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二
月
九
日
（
火）
—
二
十
一

H
（
日）

「
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
作
品
展

浮
世
絵
残
照
—
明
治
時
代
木
版
画
の
名
品」

※
文
明
開
化
の
変
わ
り
ゆ
く
時
代
を
描
い
た
「
開
化
絵」
か
ら、

明
治
錦
絵
の
巨
匠
小
林
消
親
と
月
岡
芳
年

の
代
表
作、

そ
し
て
浮
世
絵
以
来
の
技
術
と
着
想
に
よ
っ
て
盛
ん
に
海
外
へ
も
発
信
さ
れ
た
多
色
摺
木
版

画
の
世
界
な
ど、

明
治
時
代
の
木
版
画
七
四
点
を
展
示。

（
＿
―
-
日
問
／
入
場
者
五
四
七
人）

「
旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘」

「
ゆ
か
り
の
家
・

い
な
げ」

制
作
室

一

八、

七
三
六
人

五、

六
八
三
人

三
0
七
日

二
九
四
日

（
三）

施
設
の
公
開
（
公
開
日
数
と
見
学
者
数）

展
示
室

（
二
）

施
設
の
利
用
者

八、

五
二
1

一
人

八、

0
四
四
人
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平成21年度利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

大和し美し川端康成と安田靱彦 4,649 4,186 8,835 

パウル ・ クレー 東洋への夢 2,902 5,276 8,178 

タイの美しい布 356 4,056 1,789 6,201 

i 胃

第41回千葉市民美術展覧会 16,853 16,853 

江戸浮世絵巻 2,596 4,598 7,194 

石井光楓／こんな作品あったよ 304 3,316 1,493 5,113 

現代日本の彫刻 761 802 696 612 314 3,185 

無縁寺心澄の描いた千葉 1,805 1,992 3,797 

サトウ画廊コレクション 169 169 

展覧会蜆覧者 計 4,649 9,684 10,534 7,372 3,282 761 2,607 2,688 781 314 0 16,853 59,525 

i 〗

市民ギャラリ ー 493 2,493 1,375 3,039 1,040 3,202 11,642 

講座室 333 314 312 246 213 180 1,598 

講堂 370 756 235 458 744 2,563 

さや堂ホ ール 120 90 457 282 674 1,623 

貸出施設利用者 計 1,316 3,653 1,922 4,200 2,279 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 0 4,056 17,426 

＄ ！ 
國書室 171 229 230 224 143 66 1,063 

講座 ・ 講演会等 200 276 153 201 51 881 

コンサー ト・ワー クショップ等 110 150 32 229 93 42 20 676 

学校プログラム ・ 実習等 3 434 250 439 92 21 3 1,242 

その他利用者 計 484 1,089 665 1,093 379 ゜ 21 ゜ 42 3 ゜ 86 3,862 

美術館 利用者総計 6,449 14,426 13,121 12,665 5,940 761 2,628 2,688 823 317 0 20,995 80,813 

鷹名
はないばら 474 474 

浮世絵残照 547 547 

展示室利用者 1,670 2,058 1,531 965 1,119 1,584 2,590 1,935 1,309 398 533 2,023 17,715 

了 制作室利用者 295 944 244 213 510 197 302 558 303 598 738 781 5,683 

摩 旧神谷伝兵衛稲毛別荘 692 1,274 687 522 506 750 983 770 428 789 484 637 8,522 

ゆかりの家 ・ いなげ 650 2,224 676 395 341 484 895 594 285 671 363 466 8,044 

市民ギャラリ ーいなげ 利用者総計 3,307 6,500 3,138 2,095 2,476 3,015 4,770 3,857 2,325 2,930 2,665 3,907 40,985 

※平成21年9月より平成22年2月まで、美術館施設は工事のため休室。
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